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客家村の茶の旅

おしゃれで美味しい！
ベジタリアンレストラン

大稲埕
古い街の新しい横顔
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行き
たいわん
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WEBSITE

湾台
台
湾
に
行
き
た
い
わ
ん
は
、

台
湾
を
ま
る
ご
と
紹
介
し
て
い
る
日
本
語
の
サ
イ
ト
で
す
。

日
本
の
み
な
さ
ん
に
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
グ
ル
メ
、

体
験
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ホ
テ
ル
な
ど
、

台
湾
か
ら
最
新
情
報
を
お
届
け
し
ま
す
！
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おしゃれで美味しい！ 
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特別企画
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本島最南端にあたる部分が恒春半島である。まさに常春の別天地だ。そのため台湾最初の国家公園がこの地に誕
生し、かつて清朝は国防の拠点に恒春城を構えたりした。また台湾植物研究の扉を開いた田代安定はこの地を選
んで熱帯植物園を創設した。辺境とは言い難い重要施設がこのしっぽに集まる。



NEWS
台湾の窓

2
0
2
2
年
12
月
24
日
、

高
雄
市
に
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の

ラ
ッ
ピ
ン
グ
フ
ェ
リ
ー
が
登

場
し
た
。
運
行
す
る
の
は
高

雄
市
の
フ
ェ
リ
ー
会
社
・
高

雄
市
輪
船
。
フ
ェ
リ
ー
は
高

雄
港
北
側
の
鼓
山
漁
港
を

起
点
に
、
古
い
倉
庫
を
リ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
し
た
観
光
ス

ポ
ッ
ト
桟
弐
庫
K
W
2
を
経

由
し
、
対
岸
の
旗
津
島
ま
で

を
結
ぶ
。
同
社
の
黄
淑
美
董

事
長
（
会
長
）
は
、
「
棧
貳

庫
、
大
港
橋
、
高
雄
灯
台
、

旗
津
老
街
な
ど
の
観
光
地

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

の
流
行
が
落
ち
着
い
て
以

来
、
日
々
観
光
客
が
増
加
し

て
き
て
い
る
」
と
指
摘
し
、

「
ス
ヌ
ー
ピ
ー
の
フ
ェ
リ
ー

で
家
族
連
れ
の
観
光
客
を
ひ

き
つ
け
た
い
」
と
の
考
え
を

示
し
た
。
フ
ェ
リ
ー
に
は
、

窓
に
周
辺
ス
ポ
ッ
ト
の
映
像

や
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

映
し
出
す
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム

を
搭
載
し
て
お
り
、
乗
客
は

外
の
風
景
と
ガ
イ
ド
の
情
報

を
確
認
し
な
が
ら
船
旅
を
楽

し
め
る
。
運
賃
は
片
道
大

人
80
元
で
、
運
行
期
間
は

2
0
2
4
年
8
月
20
日
ま
で
。

2
0
1
8
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
桃
園
市
立
図
書
館

の
建
て
替
え
工
事
が
完
了
し
、
2
0
2
2
年
12
月
17
日

に
「
桃
園
市
立
図
書
館 

新
総
館
」
と
し
て
プ
レ
オ
ー
プ

ン
を
迎
え
た
。
設
計
を
担
当
し
た
の
は
、
日
本
の
公
共

図
書
館
の
設
計
経
験
が
豊
富
な
株
式
会
社
梓
設
計
と
台

湾
の
郭
自
強
建
築
師
事
務
所
の
共
同
チ
ー
ム
。
「
生
命

の
樹
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た
建
物
は
最
新
技
術
を
駆

使
し
た
エ
コ
建
築
で
、
庭
園
テ
ラ
ス
「
緑
の
螺
旋
」

が
地
上
か
ら
屋
上
ま
で
外
壁
に
巻
き
付
く
よ
う
に
続

き
、
木
目
調
の
ガ
ラ
ス
素
材
を
使
用
し
た
「
エ
コ
ス

キ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
外
装
が
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
効

果
を
遮
断
し
、
室
内
は
金
属
フ
レ
ー
ム
と
透
明
ガ
ラ

ス
窓
で
構
成
さ
れ
た
円
錐
形
の
「
エ
コ
チ
ュ
ー
ブ
」

が
採
光
と
通
風
機
能
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
図
書

館
の
総
面
積
は
5
万
1
6
0
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
地

下
2
階
、
地
上
8
階
建
て
で
、
蔵
書
は
1
0
0
万
冊

ち
か
く
に
達
す
る
。
1
階
に
入
店
し
て
い
る
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
と
日
本
の
蔦
屋
書
店
を
は
じ

め
、
8
階
の
空
中
庭
園
、
図
書
館
に
隣
接
す
る
映
画

館
な
ど
、
図
書
館
利
用
者
以
外
も
楽
し
め
る
店
舗
や

施
設
も
充
実
し
て
お
り
、
早
く
も
桃
園
市
の
新
し
い

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。
　

桃園市立図書館     lifetree.typl.gov.tw   

高雄市輪船股份有限公司（運賃・時刻表）    bit.ly/3GPcepA   

高雄にスヌーピーのラッピングフェリー登場

桃園市立図書館 新総館
「台湾で最も美しい図書館」誕生
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游珮芸 ·周見信 作、倉本知明 訳／岩波書店／ 2022 年 7 月～ 2023 年 1 月刊行／各 2640 円

主人公が過ごした時代の雰囲気に合わせ、巻ごとに画風が変化していく斬新な表現方法を採用。効果的で、圧倒される。

日本で唯一の「台湾の作家と作品専門の版権エージェント」兼「日本に台湾の本を広める活動をしているユニット」。メンバーが実際に読んで「良い」と思った台湾作品を日本の出版
社に売り込み、その面白さを日本の読者に紹介するための情報発信を行う。本コラムでは、太台本屋 tai-tai books が版権を紹介した本「太台好書」を中心に紹介します。

～グラフィックノベルで知る台湾近現代史～

『台湾の少年１　
統治時代生まれ』

『台湾の少年２　
収容所島の十年』

『台湾の少年３　
戒厳令下の編集者』

『台湾の少年４　
民主化の時代へ』

太台本屋 tai-tai books とは

本
か
ら
は
じ
ま
る
台
湾
旅
近
現
代
史

激
動
の
歴
史
を
生
き
抜
い
た
蔡
焜
霖
の
人
生
。

03 コラム

太
台
本
屋ta

i-ta
i b

o
o
ks

 
v
o
l. 

0
2

　
台
湾
で
は
、
一
八
九
五
年
か
ら

日
本
統
治
時
代
が
五
十
年
続
き
、

終
戦
後
は
中
国
か
ら
渡
っ
て
き
た

国
民
党
政
権
に
変
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
一
九
八
七
年
ま
で
三
十
八

年
に
も
わ
た
る
戒
厳
令
が
敷
か
れ

た
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
も
い
る

で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
当
時
、

人
々
が
実
際
に
ど
の
よ
う
な
暮
ら

し
ぶ
り
だ
っ
た
の
か
は
、
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
と
言
え
ま
す
。

今
回
紹
介
す
る
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ

ベ
ル
『
台
湾
の
少
年
』(

全
4
巻)

は
、
日
本
統
治
時
代
の
一
九
三
〇

年
に
生
ま
れ
た
主
人
公
•
蔡
焜
霖

の
人
生
を
た
ど
り
な
が
ら
、
激
動

の
台
湾
現
代
史
を
生
き
た
人
々
の

様
子
と
心
境
を
垣
間
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
第
１
巻
は
、
学
校
で
日
本
語
教

育
を
受
け
た
蔡
焜
霖
の
幼
少
期

か
ら
終
戦
ま
で
の
少
年
時
代
を
描

き
ま
す
。
第
２
巻
で
描
く
の
は
、

高
校
時
代
に
読
書
会
に
参
加
し

た
こ
と
で
逮
捕
さ
れ
、
政
治
犯

と
し
て
緑
島
の
収
容
所
に
送
ら
れ

て
、
無
実
の
罪
で
服
役
し
、
人
生

の
青
壮
年
の
十
年
間
を
過
ご
し
た

日
々
と
、
周
り
の
人
々
の
様
子
。

第
３
巻
は
一
九
六
〇
年
に
釈
放
さ

れ
る
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
日
本

漫
画
を
翻
訳
し
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
編
集
者
に
な
り
、
児
童
雑
誌

『
王
子
』
を
創
刊
し
ま
す
。
し
か

し
、
収
容
所
に
入
っ
た
経
歴
が
あ

る
た
め
、
い
ろ
ん
な
苦
労
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
で
も
希
望
を
捨
て
ず

に
、
懸
命
に
生
き
る
焜
霖
の
姿
に

胸
が
熱
く
な
り
ま
す
。
第
４
巻

で
、
台
湾
は
よ
う
や
く
民
主
化
へ

向
か
っ
て
動
き
出
し
ま
す
が
、
同

時
に
激
し
く
揺
れ
動
く
時
代
で
も

あ
り
ま
し
た
。
九
十
代
に
な
っ
た

現
在
で
も
、
蔡
焜
霖
氏
は
白
色
テ

ロ
の
政
治
犯
の
名
誉
回
復
と
人
権

教
育
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
本
作
は
、
児
童
文
学
研
究
家
の

游
珮
芸
が
、
蔡
焜
霖
氏
の
経
験

に
深
い
衝
撃
を
受
け
、
蔡
氏
の
人

生
の
物
語
を
通
し
て
、
台
湾
の
子

供
や
若
者
た
ち
が
台
湾
の
近
現
代

史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
作
品
を

作
ろ
う
と
思
っ
た
の
が
、
制
作
の

き
っ
か
け
で
す
。
作
画
は
、
多
彩

な
画
風
を
駆
使
す
る
絵
本
作
家
の

周
見
信
が
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ノ
ベ

ル
に
初
挑
戦
し
ま
し
た
。

　
単
行
本
各
巻
の
巻
末
に
、
作
品

に
描
か
れ
る
事
件
や
人
物
、
場
所

等
の
解
説
と
年
表
が
収
録
さ
れ
て

い
る
の
で
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
理

解
が
深
ま
り
ま
す
。
●

    

（
エ
リ
ー
店
長
•
黄
碧
君
）



屏東
レトロ＆アートな旅時間

企画構成 /高田雅子 文 /高田雅子 写真 /張晉瑞

屏東県

高雄市 台東県

高雄
屏東

屏東駅
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台
湾
鉄
道
屏
東
駅
は
屏
東
県
内

最
大
の
駅
。
2
0
1
5
年
に

高
架
化
さ
れ
た
新
駅
舎
は
、
ビ

ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
屏
東
市

の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
設
備

を
備
え
て
い
る
。
駅
西
側
の
新

バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
屏
東
市
か

ら
屏
東
県
内
各
地
へ
延
び
る
交

通
網
の
起
点
だ
。
古
き
良
き
地

方
都
市
の
雰
囲
気
を
残
し
つ
つ

進
化
を
続
け
る
屏
東
の
街
に

は
、
歴
史
遺
産
を
利
用
し
た
新

ス
ポ
ッ
ト
や
お
洒
落
な
シ
ョ
ッ

プ
も
次
々
に
誕
生
し
て
い
る
。

懐
か
し
い
空
気
が
流
れ
る
屏
東

で
、
レ
ト
ロ
＆
ア
ー
ト
な
旅
時

間
を
過
ご
そ
う
！

05 トラベル特集
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注
目
ス
ポ
ッ
ト

驛
前
大
和
咖
啡
館

屏
東
駅
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら
続
く
大
通

り
の
角
に
面
し
た
薄
茶
色
の
優
美
な
建
物

は
、
1
9
3
9
年
（
昭
和
14
年
）
に
完
成

し
た
「
大
和
ホ
テ
ル
」
だ
。
L
字
型
の
3

階
建
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
で
、
日

本
時
代
に
流
行
し
た
モ
ダ
ニ
ズ
ム
建
築
様

式
の
シ
ン
プ
ル
な
美
し
さ
を
持
つ
。
戦
後

は
「
大
成
旅
社
」
と
改
名
し
1
9
9
9

年
ま
で
営
業
し
て
い
た
。
貴
重
な
歴
史

的
遺
産
の
建
物
を
保
存
す
る
た
め
、
現

オ
ー
ナ
ー
の
許
氏
は
2
0
1
1
年
か
ら

「
大
和
ホ
テ
ル
」
の
再
生
計
画
を
始
動
。

2
0
1
4
年
に
は
屏
東
県
に
よ
り
建
物

が
歴
史
建
築
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
し
て

2
0
2
0
年
5
月
に
ホ
テ
ル
の
復
活
に
先

駆
け
て
1
階
の
カ
フ
ェ
が
オ
ー
プ
ン
し
、

そ
の
美
し
い
佇
ま
い
が
各
界
の
話
題
を
さ

ら
っ
て
い
る
。

昭和レトロな優美な佇まいの大和ホテル

建築当時の姿を復元した外壁タイル

カ
フ
ェ
で
は
世
界
各
地
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
や
、
厳
選
し

た
台
湾
産
の
豆
を
そ
ろ
え
て
い
る
。
瓶
入
り
の
水
出
し
コ
ー
ヒ
ー

「
冰
滴
咖
啡
」
は
す
っ
き
り
し
た
飲
み
口
で
ス
イ
ー
ツ
や
食
事
の
お

供
に
ぴ
っ
た
り
。
「
鳳
梨
氣
泡
咖
啡
」
は
、
コ
ー
ヒ
ー
に
屏
東
産
の

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
ジ
ャ
ム
を
加
え
て
炭
酸
で
割
っ
た
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル

の
香
り
が
爽
や
か
な
一
杯
。
ス
イ
ー
ツ
は
新
竹
県
に
あ
る
系
列
の
ス

イ
ー
ツ
店
「
欣
悅
甜
法
式
點
心
」
か
ら
焼
き
菓
子
を
直
送
し
て
お

り
、
カ
ス
テ
ラ
の
よ
う
な
も
ち
っ
と
し
た
食
感
の
レ
モ
ン
ケ
ー
キ

「
檸
檬
糖
霜
蛋
糕
」
や
ガ
ー
リ
ッ
ク
バ
タ
ー
風
味
の
バ
タ
ー
ロ
ー
ル

パ
ン
「
鹽
之
花
奶
油
捲
（
原
味
）
」
が
人
気
。
ホ
テ
ル
開
業
後
は
カ

フ
ェ
が
朝
食
会
場
と
な
る
予
定
だ
。

歴
史
建
築
や

最
新
ア
ー
ト
に
で
あ
う
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手前から時計回りで鹽之花奶油捲（原味）、冰滴咖啡、鳳梨氣泡咖啡、檸檬糖霜蛋糕

二二八事件の銃弾跡が残る1階の階段

オ
ー
プ
ン
が
待
た
れ
る
2

階
か
ら
上
の
宿
泊
エ
リ
ア

で
は
、
開
業
に
向
け
て
現

代
の
消
防
基
準
に
合
わ
せ

た
補
強
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
る
。
館
内
イ
ン
テ
リ

ア
は
モ
ダ
ン
な
デ
ザ
イ
ン

を
取
り
入
れ
つ
つ
、
あ
え

て
新
築
に
見
え
る
よ
う

な
補
修
は
施
さ
ず
、
壁
、

窓
、
天
井
、
階
段
な
ど
は

可
能
な
限
り
元
の
姿
の
ま

ま
保
存
。
建
物
全
体
に
生

き
た
美
術
館
の
よ
う
な
雰

囲
気
に
満
ち
て
い
る
、

「
大
和
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
と

呼
び
た
く
な
る
美
し
い
佇

ま
い
に
完
成
へ
の
期
待
が

高
ま
る
。
2
0
2
3
年
内

開
業
予
定
。

驛前大和咖啡館

秋林牛乳大王
詹記肉燥飯・幸福湯

屏東駅
壹拾壹豆沙牛奶

屏東県民公園（HEITO 1909）

屏菸1936文化基地

屏東県民公園
(復興路入口)

屏東県民公園
（台糖街入口）

正老牌屏東肉圓

発財車旗魚黑輪 長安製麺 Changan Noodle Bar 職人町

屏東県立図書館総館

屏東原百貨

美菊麺包店

職人町

公園西路
公園路

福建路

勝利東路

勝利路

光復路

民生路

中
山
路

博
愛
路 仁

德
路

復
興
路

自
由
路

民族路

 台湾鉄道屏東駅から徒歩、レンタサイクル、タクシーで各ス
ポットへ

※タクシーは駅前以外では探しづらいため、あらかじめ駅やホ
テルなどでタクシー会社の電話番号を聞いておこう

屏東市レンタサイクル       pbike.pthg.gov.tw

 屏東縣屏東市民族路 163號          08-766-9777        9:00-18:00        facebook.com/yamatocoffee       
  ミニマムチャージ：1人 1杯ドリンク／席利用：2時間まで           台湾鉄道屏東駅から徒歩 2分   

Google Map
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屏
菸
1
9
3
6
文
化
基
地

台
湾
初
の
「
た
ば
こ
」
が
テ
ー
マ
の
博
物

館
。
建
物
の
前
身
は
1
9
3
6
年
（
昭

和
11
年
）
に
建
て
ら
れ
た
「
台
湾
総
督
府

屏
東
支
局
葉
煙
草
再
乾
燥
場
」
。
戦
後
も

紙
巻
き
た
ば
こ
や
刻
み
た
ば
こ
を
生
産
し

て
い
た
が
、
専
売
制
の
廃
止
、
喫
煙
人
口

の
減
少
な
ど
の
影
響
で
た
ば
こ
産
業
が
衰

退
し
、
2
0
0
2
年
に
工
場
は
閉
鎖
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
2
0
1
0
年
に
葉
た
ば
こ

再
乾
燥
場
、
ボ
イ
ラ
ー
室
、
中
山
堂
な
ど
が
屏
東
県
の
歴
史
建
築

に
指
定
さ
れ
、
2
0
1
7
年
に
は
指
定
が
工
場
全
域
に
拡
大
さ

れ
た
。
貴
重
な
近
代
産
業
遺
産
で
あ
る
工
場
や
倉
庫
は
元
の
姿

を
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
し
た
ま
ま
整
備
さ
れ
、
2
0
2
2
年
2

月
に
博
物
館
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
た
。
工
場
本
体
と
16
号
倉
庫

か
ら
な
る
「
菸
葉
館
」
の
1
階
で
は
常
設
展
「
菸
・
葉
・
廠
―
複

薰
的
金
黃
記
憶
（
タ
バ
コ
・
葉
・
工
場
―
よ
み
が
え
る
黄
金
の

記
憶
）
」
を
展
示
。
実
際
の
工
場
設
備
に
最
新
技
術
を
組
み
合

わ
せ
た
現
代
的
な
展
示
空
間
が
印
象
的
だ
。
2
階
の
「
屏
東
客

家
館
」
で
は
屏
東
を
中
心
と
し
た
客
家
文
化
を
紹
介
。
別
館
の

倉
庫
は
シ
ー
ズ
ン
ご
と
に
異
な
る
特
別
展
を
開
催
し
て
い
る
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
シ
ョ
ッ
プ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
や
屏
東
土

産
も
購
入
で
き
る
。

豊富な資料と文
物でたばこ産業
の黄金期の様子
が学べる

ライトアップされる夜間も美しい

ほぼ完全な形で大量の機械が残る工場内

音楽とライ
ティングでク
ラブのような
空間に変身し
た機械内通路

工場の山形の屋根は一番人気の撮影スポット

最新技術を駆使して客家文化を紹介する屏東客家館

 屏東縣屏東市菸廠路 1號      08-721-0234   
 屋外 9:00-22:00、月曜休園

     展示館 9:00-18:00、金曜 -日曜 9:00-21:00（最終入場閉
館 1時間前）、月曜休館
  常設展（屏東菸葉館・屏東客家館を含む）NT$199

     没入体験型展覧館は別料金（展覧会により異なる）
 www.cultural.pthg.gov.tw/pt1936   
 台湾鉄道屏東駅からタクシーで 8分
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屏
東
県
民
公
園
（H

EITO

 1909

）

か
つ
て
の
製
糖
工
場
と
パ
ル
プ
工
場
の
跡
地

を
利
用
し
た
公
園
で
、
敷
地
面
積
は
2
0
ha

に
お
よ
ぶ
。
「
台
湾
製
糖
株
式
会
社
阿
緱
製

糖
所
」
が
操
業
を
開
始
し
た
の
は
1
9
0
9

年
（
明
治
42
年
）
。
「
阿
緱
」
は
屏
東
市
の

旧
名
で
、
製
糖
工
場
の
建
設
に
よ
り
、
周
辺

に
鉄
道
、
空
港
、
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
が
整
っ
た
こ
と
で
街
が
発
展
し
た
。
戦

後
、
製
糖
工
場
は
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
、

1
9
7
7
年
に
は
大
量
の
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾

り
か
す
を
使
用
す
る
パ
ル
プ
工
場
が
操
業
を

開
始
。
そ
の
後
、
製
糖
業
の
衰
退
に
伴
い
1
9
9
0
年

代
に
工
場
が
相
次
い
で
閉
鎖
さ
れ
る
と
工
場
と
倉
庫
群

は
廃
墟
化
し
た
が
、
2
0
1
5
年
の
調
査
で
数
十
年
ぶ

り
に
歴
史
的
価
値
が
再
評
価
さ
れ
、
敷
地
内
を
流
れ
る

殺
蛇
渓
と
湿
地
と
併
せ
て
「
屏
東
県
民
公
園
」
と
し
て

整
備
さ
れ
た
。
2
0
2
1
年
2
月
に
一
般
公
開
さ
れ
る

と
、
無
機
質
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
鉄
の
遺
構
を
活
か
し

た
ア
ー
ト
な
空
間
が
台
湾
内
外
の
注
目
を
集
め
、
日
本

の
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を
は
じ
め
と
し
た
世
界
の
名
だ

た
る
建
築
・
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
賞
を
次
々
と
受
賞
。
歴

史
遺
産
と
自
然
生
態
が
融
合
し
た
新
し
い
屏
東
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。

日本時代の製糖工場事務所地下室で戦時中は避難所も兼ねていた「地坑」

ライトアップされる夜間も美しい

「地坑」は公園内で一番の人気撮影スポット

敷地の大部分を見渡せる見晴台「地標塔」

 屏東縣屏東市復興路（復興路出入口）
 24時間        入園無料 
 台湾鉄道屏東駅からタクシーで 5分

2つの円を合わせたデザインの遊び場「雙圓遊憩」
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屏
東
原
百
貨

屏
東
に
台
湾
で
最
初
の
空
港

「
屏
東
飛
行
場
」
が
建
設
さ

れ
た
の
は
1
9
2
0
年
（
大

正
9
年
）
。
そ
の
後
、
飛
行

場
付
近
に
は
日
本
の
陸
海
軍

の
軍
人
の
た
め
に
大
量
の
宿

舎
が
建
設
さ
れ
た
。
第
二
次

世
界
大
戦
終
結
後
、
宿
舎
群
は
「
勝
利
新

村
」
と
改
称
さ
れ
、
中
国
大
陸
か
ら
渡
っ
て

き
た
将
校
や
兵
士
の
住
ま
い
と
な
っ
た
。
現

在
は
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
「
勝
利
星
村
創
意
生

活
園
区
」
と
し
て
整
備
さ
れ
、
宿
舎
の
大
部

分
が
カ
フ
ェ
や
書
店
、
資
料
館
な
ど
に
生
ま

れ
変
わ
っ
て
い
る
。
「
屏
東
原
百
貨
」
は
、

こ
の
「
勝
利
新
村
」
の
一
角
に
2
0
2
1
年

5
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
新
ス
ポ
ッ
ト
。
テ
ー

マ
が
異
な
る
6
軒
の
シ
ョ
ッ
プ
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
グ
ル
メ
、
イ
ン
テ
リ
ア
、
服
飾
、

音
楽
、
ア
ー
ト
な
ど
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ

台
湾
原
住
民
族
文
化
に
触
れ
ら
れ
る
。
一
軒

ず
つ
見
て
回
れ
ば
、
屏
東
の
土
地
の
温
も
り

に
溢
れ
た
土
産
物
に
も
出
逢
え
る
だ
ろ
う
。

敷地内の各所に置かれているアート作品も個性的

 屏東縣屏東市康定街 2號 ~12號（勝利星村創意生活園区内） 
 11:00-21:00ごろ、火曜・水曜休園（詳細は各店公式サイトを参照）
 pingtungharvest.mystrikingly.com          台湾鉄道屛東駅から徒歩 12分

※ 6軒のうち 2軒は新店舗準備中

世
界
の
楽
器
、

中
古
レ
コ
ー

ド
・
C
D
、
屏

東
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
の
音
楽
作
品

を
販
売
。
庭
に

録
音
ス
タ
ジ
オ

が
あ
り
、
レ

コ
ー
デ
ィ
ン
グ

や
イ
ベ
ン
ト
も

行
っ
て
い
る
。

店内ではライブも行っている

原
音

 屏東縣屏東市康定街 4號        facebook.com/tolan.space  
 13:00-19:00、火曜・水曜定休    
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屏
東
を
中
心
と

し
た
台
湾
原
住

民
族
関
連
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

グ
ッ
ズ
や
小
規

模
農
家
の
特
産

物
な
ど
を
中
心

に
取
り
扱
う

シ
ョ
ッ
プ
。
カ

フ
ェ
利
用
も
で

き
る
。 原

聚

 屏東縣屏東市康定街 12號        11:00-21:00、火曜・水曜定休      
 pingtungharvest.mystrikingly.com/bulay  

台
湾
原
住
民
族

の
工
芸
品
や
服

飾
品
を
販
売
す

る
雑
貨
店
。
原

住
民
料
理
の
軽

食
や
酒
類
、
ド

リ
ン
ク
も
提
供

し
て
お
り
、
不

定
期
で
イ
ベ
ン

ト
も
開
催
し
て

い
る
。

オーナーは屏東牡丹の南パイワン族の女性

原
織

 屏東縣屏東市康定街 6號       bit.ly/3HMy4Mq       11:00-21:00、火曜・水曜定休    

パ
イ
ワ
ン
族
や

タ
イ
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
作

る
、
月
桃
な
ど

の
自
然
素
材
を

利
用
し
た
家

具
・
雑
貨
・

ア
ー
ト
作
品
を

展
示
・
販
売
す

る
イ
ン
テ
リ
ア

シ
ョ
ッ
プ
。

店内はアーティストの交流や作品発表の場

原
家

 屏東縣屏東市康定街 8號      11:00-19:00、不定休
 facebook.com/vuvumade  

屏東ならではのお土産探しに最適
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屏
東
県
立
図
書
館
総
館

(

森
林
図
書
館)

2
0
2
0
年
8
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

ン
し
た
屏
東
県
立
図
書
館
の
本
館
。
緑
豊
か

な
公
園
内
に
佇
む
図
書
館
は
1
階
が
ガ
ラ
ス

張
り
の
前
衛
的
な
デ
ザ
イ
ン
。
外
か
ら
眺
め

る
と
、
鏡
の
よ
う
な
ガ
ラ
ス
に
周
囲
の
樹
木

が
写
り
込
み
、
図
書
館
全
体
が
森
の
中
に
溶

け
込
ん
で
い
る
か
の
よ
う
だ
。
図
書
館
は
誰

で
も
利
用
で
き
る
。
モ
ダ
ン
な
イ
ン
テ
リ
ア

の
館
内
に
は
、
ソ
フ
ァ
、
一
人
掛
け
、
勉
強

用
の
テ
ー
ブ
ル
な
ど
、
用

途
に
応
じ
た
多
彩
な
座
席

が
用
意
さ
れ
て
お
り
、
寛

い
だ
雰
囲
気
の
な
か
で
自

由
に
読
書
が
楽
し
め
る
。

1
階
ロ
ビ
ー
に
は
カ
フ
ェ

や
雑
貨
店
も
入
店
し
て
お

り
、
散
策
の
途
中
に
立
ち

寄
る
の
も
お
す
す
め
。

 屏東縣屏東市大連路 69號（千禧公園内）
 9:00-21:00、月曜休館       
 台湾鉄道屛東駅からタクシーで 8分

 屏東縣屏東市仁德路 43巷 1-2號      屋外 24時間、店舗は店ごとに異なる    
 facebook.com/propingtung                台湾鉄道屛東駅から徒歩 10分

森の中に溶け込むような景観が美しい1階外回廊

1階から3階までを貫くらせん階段

カフェや雑貨店が入店する1階ロビー

図書館正面エントランス 4階の台湾原住民族の石板屋の再現コーナー

屏
東
職
人
町

古
い
ア
パ
ー
ト
の
外
壁
に

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
街
角
の
風

景
を
描
い
た
3
D
ア
ー
ト

を
施
し
た
「
屏
東
職
人

町
」
は
、
若
者
に
人
気
の

S
N
S
映
え
ス
ポ
ッ
ト
。

向
か
い
合
う
2
棟
の
ア

パ
ー
ト
の
各
部
屋
に
は
カ

フ
ェ
や
食
堂
、
ア
ー
ト
ス

タ
ジ
オ
な
ど
が
入
居
し
て

お
り
、
全
体
が
お
し
ゃ
れ

な
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に

な
っ
て
い
る
。

お
し
ゃ
れ
グ
ル
メ
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長
安
製
麺 

Changan Noodle Bar 

職
人
町

お
し
ゃ
れ
ス
ポ
ッ
ト
「
職
人
町
」
で
商
い
を
営
む
食

堂
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
む
き
出
し
の
店
舗

と
入
居
し
て
い
る
建
物
の
壁
画
が
モ
ダ
ン
な
印
象
を
醸
し
出
し
て
い

る
。
店
頭
に
は
打
ち
立
て
の
麺
が
干
し
て
あ
り
雰
囲
気
満
点
だ
。
麺
の

メ
ニ
ュ
ー
は
ネ
ギ
油
で
和
え
た
「
蔥
油
拌
麵
」
と
醤
油
ベ
ー
ス
の
た
れ

を
絡
め
た
「
臊
子
麵
」
が
メ
イ
ン
。
好
み
で
麺
の
太
さ
が
選
べ
、
特
製

ラ
ー
油
を
か
け
て
も
美
味
。
麺
の
お
供
に
頼
み
た
い
小
皿
料
理
は
、
台

湾
風
の
キ
ム
チ
「
黄
金
泡
菜
」
や
豚
ほ
ほ
肉
の
煮
物
「
嘴
邊
肉
」
な
ど

が
人
気
だ
。
店
内
で
販
売
し
て
い
る
製
麺
所
自
慢
の
乾
麺
は
お
土
産
に

ぴ
っ
た
り
！

S
N
S

映
え
の
新
シ
ョ
ッ
プ

お
し
ゃ
れ
グ
ル
メ

 屏東縣屏東市仁德路 43巷 2號 1F 
 10:30-19:30、月曜定休
 shop.changantw.com
 台湾鉄道屛東駅から徒歩 10分   上から蔥油拌麵、嘴邊肉、黄金泡菜

ずらりと並
ぶ美味しそ
うなパン

黑胡椒毛豆

洛神蜂
蜜乳酪

香橙可頌

芋頭可頌

美
菊
麺
包
店

流
行
に
敏
感
な
若
者
か
ら
観
光
客
に
ま

で
人
気
が
広
が
り
、
平
日
の
昼
間
も
大

盛
況
の
ベ
ー
カ
リ
ー
。
店
舗
は
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
の
壁
に
シ
ン
プ
ル
な

ロ
ゴ
を
配
し
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
雰
囲

気
。
店
内
も
シ
ン
プ
ル
モ
ダ
ン
な
明
る

い
雰
囲
気
で
、
中
央
の
陳
列
台
に
大
量

の
パ
ン
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
パ
ン
は

本
格
的
な
欧
風
パ
ン
か
ら
台
湾
の
総
菜

パ
ン
ま
で
幅
広
い
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。
台

湾
の
枝
豆
を
練
り
込
み
胡
椒
を
き
か

せ
た
「
黑
胡
椒
毛
豆
」
、
ロ
ー
ゼ
ル

と
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
の
組
み
合
わ
せ

が
爽
や
か
な
「
洛
神
蜂
蜜
乳
酪
」
、

オ
レ
ン
ジ
と
カ
ス
タ
ー
ド
ク
リ
ー
ム

の
デ
ニ
ッ
シ
ュ
「
香
橙
可
頌
」
、

タ
ロ
イ
モ
の
デ
ニ
ッ
シ
ュ
「
芋
頭
可

頌
」
な
ど
、
ど
の
商
品
も
は
ず
れ
の

な
い
美
味
し
さ
だ
。

 屏東縣屏東市公園路 66號
 12:00-19:30、火曜・水曜定休
 facebook.com/meiju88
 台湾鉄道屛東駅から徒歩 11分 

ロゴも
 ユニーク！
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地
元
民
が
通
う

伝
統
グ
ル
メ

正
老
牌
屏
東
肉
圓

発
財
車
旗
魚
黑
輪

屏
東
名
物
の
「
屏
東
肉
圓
」
は
、
米
を
す
り

つ
ぶ
し
て
作
っ
た
皮
で
豚
肉
餡
を
包
ん
で
蒸

し
あ
げ
た
料
理
。
「
小
」
サ
イ
ズ
1
人
前
が

3
個
入
り
な
の
で
、
小
食
な
人
な
ら
こ
れ
だ

け
で
も
満
腹
に
な
り
そ
う
。
蒸
し
た
肉
圓
は

あ
っ
さ
り
し
た
餅
の
よ
う
な
風
味
だ
が
、
醤

油
だ
れ
と
す
り
お
ろ
し
た
ニ
ン
ニ
ク
、
ス
ー

プ
セ
ロ
リ
が
味
を
引
き
締
め
て
い
る
。
好
み

で
唐
辛
子
だ
れ
を
か
け
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

付
け
合
わ
せ
に
は
魚
の
つ
み
れ
ス
ー
プ
「
魚

丸
湯
」
か
固
め
た
豚
の
血
入
り
の
ス
ー
プ

「
豬
血
湯
」
が
お
す
す
め
だ
。
営
業
時

間
は
早
朝
か
ら
昼
過
ぎ
ま
で
。
平
日

も
営
業
時
間
中
は
イ
ー
ト
イ
ン
、

テ
イ
ク
ア
ウ
ト
共
に
客
足
が
絶

え
ず
、
人
気
の
ほ
ど
が
う
か
が

え
る
。
ぜ
ひ
早
起
き
し
て
名
物

を
味
わ
い
に
出
か
け
よ
う
。

中
央
市
場
の
傍
ら
に
た
つ
、
カ
ジ

キ
マ
グ
ロ
の
練
り
物
を
揚
げ
た

「
旗
魚
黑
輪
」
の
専
門
店
。
香
ば

し
く
揚
が
っ
た
練
り
物
の
な
か
に

は
ゆ
で
卵
が
包
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
ま
ま
で
も
辛
い
唐
辛
子
だ
れ
を

つ
け
て
食
べ
て
も
う
ま
い
。
食
事

を
す
る
と
台
湾
風
の
甘
い
味
噌
汁

が
無
料
サ
ー

ビ
ス
と

な
る
。

定
番
の
味

 屏東縣屏東市民族路 61號（屏東夜市 61番）     4:30-14:00       台湾鉄道屛東駅から徒歩 7分

屏東肉圓

魚丸湯

豬血湯

幸福湯

燙豆芽菜
肉燥飯

乾麵線

詹
記
肉
燥
飯

幸
福
湯

 屏東縣屏東市博愛路 26號     
 10:00-14:00、17:00-20:00、月曜定休       台湾鉄道屛東駅から徒歩 8分

 屏東縣屏東市福建路 78號        12:00-17:30、月曜定休       台湾鉄道屛東駅から徒歩 10分

看
板
商
品
の
「
肉
燥
飯
」

は
、
皮
つ
き
の
豚
バ
ラ
肉
を

細
か
く
刻
ん
で
醤
油
ベ
ー
ス
の
甘
め

の
た
れ
で
煮
込
ん
だ
そ
ぼ
ろ
を
白
米
に
の

せ
た
そ
ぼ
ろ
飯
。
「
幸
福
湯
」
は
、
虱
目

魚
（
サ
バ
ヒ
ー
）
の
皮
、
魚
肉
、
つ

み
れ
、
ア
サ
リ
、
シ
ョ
ウ
ガ
な

ど
が
入
っ
た
具
材
た
っ
ぷ
り
の

海
鮮
ス
ー
プ
。
具
材
に
わ
さ

び
醬
油
を
つ
け
て
食
べ
る
の

が
地
元
民
の
定
番
だ
。
ゆ
で

た
素
麺
に
そ
ぼ
ろ
と
肉
団
子
を

の
せ
た
「
乾
麵
線
」
や
ど
ん
ぶ
り

に
山
盛
り
の
ゆ
で
モ
ヤ
シ
「
燙
豆
芽

菜
」
な
ど
も
人
気
。
ど
れ
も
と
に
か

く
量
が
多
い
の
で
、
注
文
時
に

頼
み
す
ぎ
な
い
よ
う
に
気
を

付
け
よ
う
。

ス
イ
ー
ツ
＆
ド
リ
ン
ク

郵輪巴士  603C 185 沿山可愛咖（予約制）  
詳細は台湾好行バス公式サイトを参照（日本語）     bit. ly/40AnJtZ
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水果冰

木瓜牛奶

綠豆沙牛奶

紅豆沙牛奶

 屏東縣屏東市光復路 2號        0980-617-276         11:30-19:30（予約制）、土曜・日曜定休     
 facebook.com/BeanMilk11      台湾鉄道屛東駅から徒歩 4分

秋
林
牛
乳
大
王

壹
拾
壹
豆
沙
牛
奶

搾
り
た
て
の
フ
ル
ー
ツ
ジ
ュ
ー
ス
や
フ
ル
ー
ツ

山
盛
り
の
か
き
氷
が
人
気
の
店
。
夏
は
夜
遅
く

な
っ
て
も
行
列
が
途
切
れ
ず
、
閉
店
を
待
た
ず

に
売
り
切
れ
る
商
品
が
続
出
す
る
ほ
ど
。
看
板

商
品
の
超
濃
厚
な
パ
パ
イ
ヤ
ミ
ル
ク
「
木
瓜
牛

奶
」
は
、
出
来
立
て
の
美
味
し
さ
を
味
わ
う

た
め
20
分
以
内
に
飲
み
切
ろ
う
。
季
節
の
フ

ル
ー
ツ
を
盛
り
合
わ
せ
た
か
き
氷
「
水
果

冰
」
は
2
人
で
シ
ェ
ア
し
て
も
十
分
の
デ

カ
盛
り
の
う
え
、
1
杯
わ
ず
か
50
元
と
コ

ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
抜
群
！

綠
豆
沙
牛
奶
（
緑
豆
ミ
ル

ク
）
と
紅
豆
沙
牛
奶
（
小
豆

ミ
ル
ク
）
が
人
気
の
ド
リ
ン
ク

シ
ョ
ッ
プ
。
緑
豆
も
小
豆
も
粒

あ
ん
に
そ
の
ま
ま
ミ
ル
ク
を
加

え
た
よ
う
な
粒
感
の
あ
る
濃
厚

な
仕
上
が
り
。
一
見
す
る
と
と

て
も
甘
そ
う
だ
が
、
上
品
な
甘

さ
で
非
常
に
美
味
。

ス
イ
ー
ツ
＆
ド
リ
ン
ク

ま
っ
た
り
タ
イ
ム
の
相
棒

 屏東縣屏東市信義路 28號  
 11:00-22:00、水曜定休   
 台湾鉄道屛東駅から徒歩 7分   

原
住
民
文
化
園
区

愛
聊
食
堂

銘
泉
農
場

禮
納
里
部
落

屏
東
咖
啡
園
区

屏
東
可
可
園
区

屏

東

駅

屏

東

駅

屏東観光バスでめぐる  カカオとコーヒーの旅

路線ルート

屏東県の定期観光バス「郵輪巴士」を利用すれば、交通が不便な観光地へも気軽に遊びに行くことができ
る。なかでも「603C 185沿山可愛咖」は台湾原住民族文化と屏東県の特産物のカカオ・コーヒー・パイナッ
プルを一度に満喫できるツアー。台湾原住民族郷土料理のランチ、カカオ園でのDIY、コーヒー園見学、パイ
ナップル園でのアフタヌーンティーと、屏東ならではの楽しみがギュッと詰まっている。

郵輪巴士  603C 185 沿山可愛咖（予約制）  
詳細は台湾好行バス公式サイトを参照（日本語）     bit. ly/40AnJtZ

一足のばして

銘泉農場

禮納里部落
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台
湾
の
客
家
人
の
先
祖
は
17
世
紀
に
海
を

渡
っ
て
台
湾
に
や
っ
て
き
た
。
主
な
居
住

地
域
は
、
北
・
中
部
の
桃
園
・
新
竹
・
苗

栗
・
台
中
、
南
部
の
高
雄
と
屏
東
の
六
堆
、

東
部
の
花
東
縦
谷
で
、
こ
の
う
ち
桃
園
・

新
竹
・
苗
栗
は
総
人
口
に
占
め
る
客
家
人

の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
人
口
も
密
集

し
て
い
る
。

客
家
人
グ
ル
ー
プ
の
発
展
は
、
居
住
地
域

の
産
業
と
密
接
に
関
係
し
て
き
た
。
客
家

の
集
落
に
は
、
茶
、
柿
、
仙
草
な
ど
多
彩

な
特
産
品
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
19
世
紀

中
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
茶
産
業
は
、

客
家
人
の
生
活
と
切
り
離
せ
な
い
も
の

だ
。
2
0
2
1
年
放
送
の
台
湾
ド
ラ
マ

『
茶
金
』
は
、
1
9
5
0
年
代
を
背
景

に
客
家
人
の
茶
商
一
族
の
物
語
を
描
き
、

台
湾
で
一
大
フ
ィ
ー
バ
ー
を
巻
き
起
こ
し

た
。
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
は
人
気
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
を
客
家

集
落
に
惹
き
つ
け
て
い
る
。
　

桃
園
龍
潭
と
、
2
0
2
2
年
末
に
開
館
し

た
ば
か
り
の
「
台
湾
客
家
茶
文
化
館
」
で

客
家
人
と
茶
の
物
語
を
訪
ね
、
続
い
て
桃

園
、
新
竹
、
苗
栗
の
山
間
の
美
し
い
景
色

と
素
朴
な
集
落
を
歩
き
、
客
家
の
郷
の
魅

力
を
見
つ
け
る
旅
に
出
か
け
よ
う
。

客
家
村
の

茶
の
旅

企画構成 /視野創異行銷 取材協力 /客家委員会

新北

台北

宜蘭

桃園

新竹

苗栗

基隆

16

(3)



台
湾
の
客
家
人
の
先
祖
は
17
世
紀
に
海
を

渡
っ
て
台
湾
に
や
っ
て
き
た
。
主
な
居
住

地
域
は
、
北
・
中
部
の
桃
園
・
新
竹
・
苗

栗
・
台
中
、
南
部
の
高
雄
と
屏
東
の
六
堆
、

東
部
の
花
東
縦
谷
で
、
こ
の
う
ち
桃
園
・

新
竹
・
苗
栗
は
総
人
口
に
占
め
る
客
家
人

の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
、
人
口
も
密
集

し
て
い
る
。

客
家
人
グ
ル
ー
プ
の
発
展
は
、
居
住
地
域

の
産
業
と
密
接
に
関
係
し
て
き
た
。
客
家

の
集
落
に
は
、
茶
、
柿
、
仙
草
な
ど
多
彩

な
特
産
品
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
19
世
紀

中
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に
な
っ
た
茶
産
業
は
、

客
家
人
の
生
活
と
切
り
離
せ
な
い
も
の

だ
。
2
0
2
1
年
放
送
の
台
湾
ド
ラ
マ

『
茶
金
』
は
、
1
9
5
0
年
代
を
背
景

に
客
家
人
の
茶
商
一
族
の
物
語
を
描
き
、

台
湾
で
一
大
フ
ィ
ー
バ
ー
を
巻
き
起
こ
し

た
。
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
は
人
気
観
光
ス

ポ
ッ
ト
と
な
り
、
多
く
の
観
光
客
を
客
家

集
落
に
惹
き
つ
け
て
い
る
。
　

桃
園
龍
潭
と
、
2
0
2
2
年
末
に
開
館
し

た
ば
か
り
の
「
台
湾
客
家
茶
文
化
館
」
で

客
家
人
と
茶
の
物
語
を
訪
ね
、
続
い
て
桃

園
、
新
竹
、
苗
栗
の
山
間
の
美
し
い
景
色

と
素
朴
な
集
落
を
歩
き
、
客
家
の
郷
の
魅

力
を
見
つ
け
る
旅
に
出
か
け
よ
う
。

新
し
く
開
幕
し
た
「
台
湾
客
家
茶
文
化
館
」
は

桃
園
龍
潭
に
位
置
し
て
い
る
。
建
物
は
丘
の
よ

う
に
な
だ
ら
か
な
緑
の
斜
面
と
ガ
ラ
ス
張
り
の

明
る
く
透
明
な
通
路
を
持
つ
エ
コ
建
築
で
、
遠

く
の
山
々
と
緑
の
草
原
を
背
景
に
、
茶
園
の
風

景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。
広
大
な
園
内
は
、

「
文
化
展
示
」
と
「
産
業
体
験
」
を
テ
ー
マ

に
、
展
示
ホ
ー
ル
、
お
茶
の
試
飲
室
、
レ
ス
ト

ラ
ン
、
ホ
リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
エ
リ
ア

に
分
か
れ
て
お
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設

が
充
実
し
て
い
る
。

天
井
か
ら
日
光
が
降
り
注
ぐ
ロ
ビ
ー
「
天
光
大

庁
」
を
抜
け
る
と
、
メ
イ
ン
展
示
エ
リ
ア
が

待
っ
て
い
る
。
常
設
展
「
客
庄
四
季
（
客
家
村

の
四
季
）
」
で
は
、
客
家
村
の
生
活
風
景
を
リ

ア
ル
に
再
現
。
生
活
用
品
の
展
示
に
体
験
型
の

展
示
を
組
み
合
わ
せ
、
客
家
の
食
文
化
を
く
わ

し
く
紹
介
し
て
い
る
。
特
別
展
で
は
客
家
語
の

台
湾
ド
ラ
マ
『
茶
金
』
の
人
気
シ
ー
ン
の
セ
ッ

ト
や
衣
装
を
展
示
し
て
お
り
、
観
光
客
に
記
念

撮
影
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
台
湾
茶
の

黄
金
時
代
を
再
現
し
て
い
る
。

観
覧
後
は
外
廊
下
を
進
み
、
異
国
情
緒
に
満
ち

た
「
六
国
茶
室
」
に
向
か
お
う
。
こ
こ
で
は
個

室
で
茶
園
の
風
景
を
眺
め
な
が
ら
東
西
の
異
な

る
ス
タ
イ
ル
の
茶
席
が
体
験
で
き
る
。
「
福
爾

摩
沙
茶
館
」
で
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
淹
れ
た
て

の
台
湾
茶
、
か
き
氷
、
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を
提
供

し
て
お
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
午
後
の
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
が
楽
し
め
る
。
ま
た
館
内
に
は
製
茶
工

場
も
併
設
し
て
お
り
、
間
近
で
製
茶
の
過
程
を

見
学
で
き
る
。

台
湾
客
家
茶
文
化
館
は
、
小
人
国
、
六
福
村
な

ど
の
多
彩
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
そ
ろ
う
テ
ー

マ
パ
ー
ク
や
、
本
格
的
な
客
家
グ
ル
メ
を
存
分

に
味
わ
え
る
三
坑
老
街
に
隣
接
し
て
い
る
。
三

坑
自
然
生
態
公
園
で
湖
と
山
の
風
景
に
足
を
止

め
、
四
季
折
々
の
花
が
美
し
さ
を
競
う
石
門
水

庫
風
景
区
で
遊
覧
船
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
ダ
ム

湖
を
巡
っ
た
り
し
な
が
ら
、
休
日
の
レ
ジ
ャ
ー

を
思
い
切
り
楽
し
も
う
。

世界客家博覧会
世界初の客家文化がテーマの博覧会。「Travel to Tomorrow」をメインテーマに、客家の音楽、文学、工芸、美食、服飾などで客家の新し
い姿を表現する。会期は2023年8月11日から10月15日。メイン会場は桃園空港MRT桃園体育園区駅（A19）。

客
家
人
と
茶
の
物
語
に
ふ
れ
る
―
―

「
台
湾
客
家
茶
文
化
館
」
参
観

桃園
龍潭

台湾客家茶文化館
 桃園市龍潭區高原路 768號       
 03-471-0855   
 9:00-18:00、月曜休館
  松山空港・MRT景安駅から
台聯客運バス 5350で「臺
灣客家茶文化館」下車
台湾鉄道中壢駅から新竹客
運バス 5653で「臺灣客家
茶文化館」下車

写真／台湾客家茶文化館

写真／台湾客家茶文化館
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桃園
大渓

新竹
関西

おすすめコース：大渓老街→大渓老茶廠

おすすめコース：
渡南古道→関西老街
→錦泰茶廠→羅屋書院

大
渓
は
桃
園
で
最
も
早
く
に

発
展
し
た
地
区
。
河
川
交
通

で
栄
え
た
当
時
は
多
く
の
豪

商
が
生
ま
れ
、
競
い
合
う
よ

う
に
建
て
ら
れ
た
豪
勢
な

邸
宅
は
台
湾
で
最
も
有
名

な
町
並
み
を
形
成
し
て
い

る
。
大
渓
で
は
大
渓
老
街

（
旧
市
街
）
で
伝
統
建
築

を
鑑
賞
し
、
地
元
の
B
級

グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
ち
、

木
製
玩
具
や
豆
干
等
の
土

産
物
を
買
お
う
。

大
渓
老
街
の
喧
騒
を
離
れ
、

車
で
20
分
ほ
ど
の
山
間
部
に

佇
む
製
茶
工
場
跡
の
「
大
渓

老
茶
廠
」
は
、
人
気
ド
ラ

マ
『
茶
金
』
の
ロ
ケ
地
。

1
9
2
6
年
に
建
設
さ
れ
た

旧
工
場
は
1
9
5
6
年
の
火

災
に
よ
り
消
失
し
た
が
、
そ

の
後
再
建
さ
れ
た
。
現
在
も

少
量
な
が
ら
製
茶
も
続
け
ら

れ
て
い
る
。
1
階
で
は
製
茶

機
器
・
文
物
・
歴
史
資
料
を

展
示
し
て
お
り
、
ギ
フ
ト

コ
ー
ナ
ー
で
は
茶
葉
や
茶
器

を
販
売
し
て
い
る
。

関
西
は
、
田
舎
の
静
か
な

客
家
村
。
小
さ
な
集
落
に

は
、
伝
統
市
場
、
老
街
の
赤

レ
ン
ガ
造
り
の
「
街
屋
」
と

呼
ば
れ
る
商
家
の
建
物
、
築

1
0
0
年
を
数
え
る
羅
屋
書

院
、
茶
の
香
が
漂
う
古
い
製

茶
工
場
、
昔
の
生
活
を
留
め

る
渡
南
古
道
な
ど
、
語
り
つ

く
せ
な
い
ほ
ど
の
物
語
が
あ

る
。
な
か
で
も
渡
南
古
道

は
、
「
樟
之
細
路
（
ク
ス
ノ

キ
の
細
道
）
」
古
道
の
一
部

で
必
ず
訪
れ
た
い
ス
ポ
ッ

ト
。
古
道
の
出
口
ち
か
く
の

「
石
店
子
老
街
」
は
、
独
立

書
店
や
複
合
式
カ
フ
ェ
、
植

物
染
め
工
房
な
ど
、
趣
の
あ

る
店
が
増
え
て
き
て
い
る
注

目
の
老
街
だ
。

1
9
3
6
年
創
業
の
「
錦
泰

観
光
茶
廠
」
は
、
関
西
に
わ

ず
か
に
残
る
二
軒
の
製
茶
工

場
の
う
ち
の
一
軒
。
炭
で
焙

煎
す
る
烏
龍
茶
と
客
家
の
酸

柑
茶
が
主
要
製
品
で
、
関
西

の
茶
産
業
の
隆
盛
が
し
の

ば
れ
る
大
型
の
製
茶
機
械

が
並
ぶ
工
場
は
、
い
ま
で

は
観
光
工
場
に
生
ま
れ
変

わ
っ
て
い
る
。

客 家 村 の 小 さ な 旅

  大渓老街：高速鉄道桃園駅から台湾好行バス「大溪快線」で「大溪老街」下車
      大渓老茶廠：バスターミナル「大溪總站」から桃園市バス 5104で「大溪老茶

廠」下車

  台北バスターミナルか
ら國光客運バス 1820A
で「關西鎮公所」下車

茶
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新竹
北埔

苗栗
銅鑼

おすすめコース：
北埔老街→南埔社区

おすすめコース：
台湾客家文化館
→銅鑼茶廠→天空歩道

大
渓
は
桃
園
で
最
も
早
く
に

発
展
し
た
地
区
。
河
川
交
通

で
栄
え
た
当
時
は
多
く
の
豪

商
が
生
ま
れ
、
競
い
合
う
よ

う
に
建
て
ら
れ
た
豪
勢
な

邸
宅
は
台
湾
で
最
も
有
名

な
町
並
み
を
形
成
し
て
い

る
。
大
渓
で
は
大
渓
老
街

（
旧
市
街
）
で
伝
統
建
築

を
鑑
賞
し
、
地
元
の
B
級

グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
ち
、

木
製
玩
具
や
豆
干
等
の
土

産
物
を
買
お
う
。

大
渓
老
街
の
喧
騒
を
離
れ
、

車
で
20
分
ほ
ど
の
山
間
部
に

佇
む
製
茶
工
場
跡
の
「
大
渓

老
茶
廠
」
は
、
人
気
ド
ラ

マ
『
茶
金
』
の
ロ
ケ
地
。

1
9
2
6
年
に
建
設
さ
れ
た

旧
工
場
は
1
9
5
6
年
の
火

災
に
よ
り
消
失
し
た
が
、
そ

の
後
再
建
さ
れ
た
。
現
在
も

少
量
な
が
ら
製
茶
も
続
け
ら

れ
て
い
る
。
1
階
で
は
製
茶

機
器
・
文
物
・
歴
史
資
料
を

展
示
し
て
お
り
、
ギ
フ
ト

コ
ー
ナ
ー
で
は
茶
葉
や
茶
器

を
販
売
し
て
い
る
。

北
埔
は
台
湾
に
開
墾
に

や
っ
て
き
た
客
家
移
民
の

集
落
。
伝
統
的
な
客
家
の

要
素
を
色
濃
く
残
す
北
埔

に
は
豊
富
な
開
墾
史
と
旧

跡
が
息
づ
い
て
い
る
。
山

間
の
集
落
の
静
か
な
通
り
に

は
古
い
民
家
、
老
樹
が
よ
く

似
合
う
。
老
街
周
辺
に
は

清
代
、
日
本
時
代
の
建
築

が
多
く
残
り
、
見
学
で
き

る
歴
史
建
築
も
あ
る
。

北
埔
老
街
か
ら
ほ
ど
近
い

南
埔
社
区
は
、
に
ぎ
や
か

な
老
街
と
は
異
な
り
、
伝

統
的
な
農
村
風
情
が
息
づ

い
て
い
る
。
小
さ
な
農
村

だ
が
、
1
0
0
年
の
歴
史

を
誇
る
水
車
、
様
々
な
物

語
を
も
つ
用
水
路
、
客
家

の
古
民
家
「
金
鑑
堂
」
、

環
境
に
優
し
い
農
業
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
が
多
い
。

古
民
家
「
錦
繡
堂
」
裏
手

の
「
古
農
具
展
示
館
」
で

は
、
伝
統
的
な
農
村
の
暮

ら
し
に
触
れ
な
が
ら
農
家

生
活
を
体
験
で
き
る
。

三
義
郷
の
北
に
位
置
す
る

銅
鑼
は
有
名
な
油
桐
の
花

の
景
勝
地
。
毎
年
5
月
の

見
ご
ろ
に
は
大
勢
の
花
見

客
が
訪
れ
、
九
華
山
へ
向

か
う
「
天
空
歩
道
」
か
ら

は
山
を
染
め
る
油
桐
の
花

を
眺
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
住
民
の
多
く
が
客
家

人
の
銅
鑼
に
は
「
台
湾
客

家
文
化
館
」
が
あ
り
、
近

隣
の
「
銅
鑼
茶
廠
」
、
九

華
山
と
観
光
ル
ー
ト
を
形

成
し
て
い
る
。

「
銅
鑼
茶
廠
」
は
、
茶
園

で
の
茶
摘
み
体
験
が
で
き

る
観
光
製
茶
工
場
。
製
茶

工
場
内
部
は
広
大
な
空
間

を
う
ま
く
利
用
し
た
シ
ン

プ
ル
な
し
つ
ら
え
で
、
飾

ら
れ
た
古
い
製
茶
器
具
が

モ
ダ
ン
建
築
と
絶
妙
に
溶

け
合
っ
て
い
る
。
1
階
の

カ
フ
ェ
で
は
、
異
な
る
気

候
、
土
壌
、
湿
度
が
育
ん

だ
様
々
な
お
茶
と
ス
イ
ー

ツ
が
味
わ
え
る
。

客 家 村 の 小 さ な 旅
 台湾鉄道竹北駅・高速鉄道新竹
駅から台湾好行バス「獅山線」で
「北埔老街」下車

  公共交通機関が少ないため、
高速鉄道苗栗駅からチャー
タータクシー利用をおすすめ
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新
竹
県
の
北
埔
を
訪
れ
て
、
真
っ
先
に

目
が
引
き
寄
せ
ら
れ
る
の
は
、
き
っ
と

小
さ
な
路
地
だ
ろ
う
。
客
家
文
化
の
香

り
に
満
ち
た
北
埔
老
街
は
、
ど
の
店
も
個

性
的
だ
。
様
々
な
品
種
の
柿
を
使
っ
た
柿

餅
（
干
し
柿
）
か
ら
、
自
家
製
の
老
菜
脯

（
大
根
の
古
漬
け
）
、
独
特
な
風
味
の
桔

醬
（
金
柑
ソ
ー
ス
）
ま
で
、
街
の
名
物
を

試
食
し
て
客
家
料
理
に
興
味
が
わ
い
た

ら
、
買
い
求
め
て
自
宅
で
料
理
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

も
し
多
層
的
な
味
わ
い
の
飲
み
物
が
好
き

な
ら
、
ぜ
ひ
客
家
の
伝
統
茶
「
客
家
擂

茶
」
を
試
し
て
み
て
ほ
し
い
。
毎
日
1
杯

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
習
慣
が
あ
る
な
ら
、
北

埔
の
古
民
家
が
並
ぶ
路
地
裏
に
佇
む
、
若

い
人
た
ち
が
開
い
た
カ
フ
ェ
が
お
す
す
め

だ
。
1
日
中
歩
き
回
っ
た
後
に
、
甘
い
も

の
を
食
べ
て
一
服
し
よ
う
。

北
埔
で
も
っ
と
も
独
特
な
味
と
い
え
ば
東

方
美
人
茶
だ
。
初
め
て
東
方
美
人
茶
を
味

わ
う
と
、
そ
の
自
然
な
蜜
の
香
り
に
誰
も

が
驚
嘆
す
る
。
何
度
淹
れ
て
も
、
一
煎
ご

と
に
甘
み
と
香
り
が
楽
し
め
る
。
茶
葉
が

お
湯
の
な
か
で
開
い
て
い
く
の
を
眺
め
て

い
る
と
、
一
心
二
葉
の
茶
葉
が
く
る
く
る

と
回
る
様
子
は
、
ま
る
で
小
さ
な
妖
精
が

踊
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
ど
の
茶
葉
に
も
、

こ
の
土
地
が
育
ん
だ
風
味
が
あ
る
。

初
め
て
東
方
美
人
茶
を
飲
ん
だ
外
国
人
の

な
か
に
、
「
こ
の
お
茶
に
は
砂
糖
か
花
茶

の
材
料
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
？
」
と
思
う
人
も
い
る
が
、
実
際
に

ま
っ
た
く
何
も
加
え
ら
れ
て
は
い
な
い
。

東
方
美
人
茶
の
香
り
と
味
わ
い
は
、
す
べ

て
茶
葉
由
来
の
も
の
だ
。

台
湾
ド
ラ
マ
『
茶
金
』
の
劇
中
で
語
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
東
方
美
人
茶
は
あ
る
種

の
「
傷
つ
け
ら
れ
た
」
茶
葉
だ
。
こ
の
茶

葉
の
独
特
な
香
り
は
、
ウ
ン
カ
と
い
う
虫

に
若
芽
が
嚙
ま
れ
た
あ
と
に
生
ま
れ
る
も

の
だ
か
ら
だ
。
ド
ラ
マ
の
あ
る
シ
ー
ン
の

台
詞
で
東
方
美
人
茶
を
用
い
た
比
喩
は
、

や
さ
し
さ
と
思
い
や
り
に
溢
れ
て
い
る
。

「
茶
葉
は
人
と
お
な
じ
。
傷
は
人
を
弱
く
し

た
り
、
強
く
し
た
り
す
る
。
『
傷
』
が
あ
な

た
と
他
の
人
の
差
を
つ
け
る
の
…
…
」

『
茶
金
』
の
物
語
を
め
ぐ
る
旅

文
／
連
俞
涵
　
写
真
／
連
俞
涵
・
視
野
創
異
行
銷
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台
湾
と
い
う
土
地
も
同
じ
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
美
し
い
宝
島
は
歴
史
の
奔
流
の
な
か
で

紆
余
曲
折
を
経
て
、
世
界
で
唯
一
無
二
の
歴

史
と
文
化
的
風
景
を
持
つ
に
至
っ
た
。
台
湾

の
茶
産
業
は
、
か
つ
て
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
た
。
1
枚
の
茶
葉
か
ら
、
フ
ォ
ル
モ
サ

島
の
波
乱
に
満
ち
た
運
命
と
そ
の
独
特
な
文

化
の
香
り
が
、
す
べ
て
の
路
地
と
す
べ
て
の

人
の
成
長
の
軌
跡
の
な
か
に
息
づ
い
て
い
る

の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

北
埔
に
は
、
『
茶
金
』
の
主
人
公
一
族
の
モ

デ
ル
と
な
っ
た
姜
家
の
邸
宅
「
姜
家
洋
楼
」

が
修
復
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
を
訪
れ
る

と
、
物
語
の
茶
商
の
モ
デ
ル
・
姜
阿
新
氏
の

娘
婿
・
廖
運
潘
氏
の
回
想
録
の
な
か
に
描
か

れ
た
、
か
の
時
代
の
人
々
の
面
影
に
出
逢
う

こ
と
で
き
る
。
廖
氏
が
姜
家
の
物
語
を
詳
細

に
書
き
残
し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
後
世
の
私

た
ち
が
彼
ら
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
茶
の
歴
史

を
再
発
見
で
き
る
こ
と
は
、
本
当
に
素
晴
ら

し
い
こ
と
だ
。
私
た
ち
が
実
話
を
も
と
に
し

た
ド
ラ
マ
や
登
場
人
物
を
見
る
と
き
、
ま
た

姜
家
の
邸
宅
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
き
、
ま

る
で
時
空
を
超
え
た
よ
う
に
、
当
時
の
人
や

事
物
と
の
時
間
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
の

だ
か
ら
。

洋
館
を
飾
る
彫
刻
は
壮
観
な
だ
け
で
な
く
、

特
別
な
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
。
た
と
え
ば
2
階
の
ア
ー
チ
は
、
木
彫
り

の
中
間
が
茶
葉
の
一
心
二
葉
に
、
外
側
に
向

か
っ
て
伸
び
る
線
は
開
か
れ
た
本
に
見
立
て

ら
れ
て
い
る
。

姜
家
の
人
に
よ
る
と
、
姜
阿
新
氏
は
本
を
読

む
の
が
大
好
き
で
、
本
か
ら
多
く
の
こ
と
を

ゼ
ロ
か
ら
学
ん
だ
た
め
、
当
初
は
こ
の
洋
館

を
図
書
館
に
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
す

で
に
近
隣
に
図
書
館
が
あ
っ
た
た
め
、
姜
家

の
子
孫
が
洋
館
を
買
い
戻
し
た
の
ち
、
少
し

ず
つ
家
を
彼
ら
が
子
供
の
こ
ろ
に
住
ん
で
い

た
姿
に
復
元
し
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う
。

現
在
、
姜
家
洋
楼
で
は
姜
家
の
子
孫
に
よ
る
ガ

イ
ド
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
る
。
隅
々
ま
で
物

語
に
満
ち
た
邸
宅
で
、
劇
中
の
シ
ー
ン
に
入
り

込
む
の
も
よ
し
、
茶
の
黄
金
時
代
に
足
を
踏
み

入
れ
る
の
も
よ
し
。
予
約
す
れ
ば
誰
で
も
参
観

で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
よ
う
。

『
茶
金
』
に
次
の
よ
う
な
台
詞
が
あ
る
。

「
こ
れ
は
、
1
枚
の
茶
葉
か
ら
1
杯
の
お
茶

に
至
る
長
い
旅
路
。
け
れ
ど
、
た
っ
た
1
分

あ
れ
ば
、
こ
の
お
茶
が
価
値
が
あ
る
も
の
か

ど
う
か
わ
か
る
の
」

時
間
が
あ
れ
ば
、
北
埔
で
お
茶
を
飲
み
、

ゆ
っ
く
り
と
こ
の
旅
路
を
味
わ
っ
て
み
て
ほ

し
い
。
そ
の
余
韻
は
、
き
っ
と
あ
な
た
の
心

の
中
に
香
り
続
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

連俞涵
女優・作家。2015年にド
ラマデビュー。主な出演作
は連続ドラマ『一把青』、
『 茶 金 』 、 映 画 『 流 麻 溝
十五號』など。主な著作は
詩 集 『 女 演 員 』 、 散 文 集
『山羌圖書館』など。

茶金
2021 年制作の台湾ドラマ。戦後の激
動の時代を背景に茶商の盛衰と人々
の生きざまを描き、台湾エミー賞史上
最多 16 部門にノミネートされた。2023
年 1 月 6 日 から 日 本 で も Amazon 
prime、Unext、dTV、Rakuten TV、
Video Markte、Gyao、NTT Purara に
て順次配信スタート。日本語版 DVD
も同時発売中！

台湾ドラマ『茶金』ポスター 写真提供：公共電視

21 特別企画
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古
い
街
の
新
し
い
横
顔

淡
水
河
沿
岸
の
大
稲
埕
は
、
清
代
末
期
か
ら
日
本
時
代
に
か
け
て
水
運

で
栄
え
た
港
町
だ
っ
た
。
現
在
も
迪
化
街
を
中
心
に
、
ア
ー
ケ
ー
ド
を

持
つ
赤
レ
ン
ガ
造
り
の
「
街
屋
」
と
呼
ば
れ
る
商
家
の
建
物
が
立
ち
並

び
、
乾
物
、
漢
方
薬
、
茶
葉
、
布
地
を
取
り
扱
う
老
舗
問
屋
が
軒
を
連

ね
て
い
る
。
近
年
は
古
い
商
家
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
も
進
ん
で
お
り
、

新
ス
ポ
ッ
ト
も
続
々
登
場
し
て
い
る
。
懐
か
し
い
雰
囲
気
が
漂
う
通
り

を
歩
き
な
が
ら
、
古
い
街
の
新
し
い
横
顔
を
探
し
て
み
よ
う
。

企画構成 /高田雅子 文 /高田雅子 写真 /陳正國 ･張晉瑞

新北市

台北市 台北
基隆

大
稲
埕
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台
北
市
の
ト
ラ
ベ
ル
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
「
大
稲
埕
遊
客
中
心
」
が
、
大
稲
埕

の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
注
目
を

集
め
て
い
る
。
館
内
施
設
は
、
1
階
が
観

光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
各
種
観
光
情
報
、
携

帯
の
充
電
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
カ

ウ
ン
タ
ー
で
、
2
階
と
3
階
が
2
0
2
1

年
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
時
に
新
設

さ
れ
た
撮
影
セ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
。
2

階
の
「
客
安
中
薬
行
」
は
伝
統
的
な
漢
方

薬
店
、
「
春
生
喫
茶
店
」
は
1
9
2
0
年

代
の
喫
茶
店
を
再
現
し
た
本
物
の
店
舗
の

よ
う
な
空
間
。
レ
ト
ロ
衣
装
レ
ン
タ
ル
を

行
っ
て
い
る
「
菊
元
治
装
所
」
で
チ
ャ
イ

ナ
ド
レ
ス
を
借
り
れ
ば
、
モ
デ
ル
気
分
で

撮
影
が
よ
り
盛
り
上
が
る
だ
ろ
う
。
3
階

の
「
永
楽
燈
苑
」
は
天
井
一
杯
に
カ
ラ
フ

ル
な
ラ
ン
タ
ン
が
吊
る
さ
れ
た
幻
想
的
な

雰
囲
気
。
椅
子
と
机
が
並
ぶ
教
室
「
稲
江

公
学
校
」
は
休
憩
室
と
し
て
も
利
用
で
き

る
。
い
ず
れ
も
参
観
無
料
で
自
由
に
撮
影

が
楽
し
め
る
。
レ
ト
ロ
な
世
界
で
大
稲
埕

ら
し
い
記
念
写
真
を
撮
影
し
よ
う
！

古い商家をリノベーションした建物外観

サービスセンター

稲江公学校

客安中薬行

菊元治装所 永楽燈苑

2階春生喫茶店

菊元治装所（2Fレトロ衣装レンタル）

 10:00-17:00（午前 10:00-10:30受付・12:00返却、午
後 13:00-13:30受付・15:00返却、午後 15:30-16:00受
付・17:00返却） 

  予約制、レンタル無料、要保証金 NT$1000（衣装返
却時返金）・身分証    

 オンライン予約：bit.ly/3vBJcoc  
※ 前月の 10日よりオンライン予約受付開始
   （例：4月分予約は 3月 10日から受付）
※ 当日空きがあれば現地申込可

大稲埕遊客中心
 台北市大同區迪化街一段 44號      02-2559-6802   
  入館無料     9:00-18:00

1階
2階

3階

大
稲
埕
遊
客
中
心

レ
ト
ロ
な
世
界
に

タ
イ
ム
ト
リ
ッ
プ

23 街道散策
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「
大
稲
埕
」
の
地
名
は
、
清
代
に
淡
水

河
沿
岸
に
広
が
っ
て
い
た
稲
を
干
す
広
場

「
埕
」
に
由
来
す
る
。
こ
の
こ
ろ
大
稲
埕
で

は
「
土
壟
間
」
と
呼
ば
れ
る
籾
摺
業
者
が
、

収
穫
し
た
稲
か
ら
籾
を
取
り
脱
穀
し
、
乾
燥

さ
せ
て
か
ら
籾
摺
り
を
行
い
米
を
玄
米
に
加

工
し
て
い
た
。
動
力
化
が
進
ん
だ
1
9
2
0

年
代
か
ら
30
年
代
ご
ろ
に
は
大
稲
埕
の
大
橋

町
に
46
軒
の
工
場
が
林
立
し
、
籾
摺
業
は
最

盛
期
を
迎
え
た
。
業
者
は
台
湾
各
地
の
農
家

か
ら
安
価
な
籾
を
購
入
し
、
大
量
の
籾
を
籾

摺
り
し
て
玄
米
に
加
工
。
こ
れ
を
移
出
商
・

輸
出
商
・
白
米
小
売
業
者
に
販
売
し
、
利
益

を
得
て
い
た
。

日
本
時
代
、
「
葉
晋
發
商
號
」
は
日
本

へ
米
を
送
る
籾
摺
・
精
米
工
場
の
う
ち
、
台

北
で
も
っ
と
も
規
模
が
大
き
い
工
場
の
ひ
と

つ
だ
っ
た
。
現
在
の
店
舗
は
、
渡
台
初
代
当

主
の
葉
寬
氏
が
1
9
2
3
年
（
大
正
12
年
）

に
購
入
し
た
建
物
で
、
1
階
手
前
が
店
舗
、

1
階
奥
が
は
籾
摺
工
場
・
穀
倉
・
応
接
間
、

2
階
と
3
階
が
住
居
空
間
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
。
豪
商
と
な
っ
た
葉
家
は
、
幅
広
い
人

脈
を
持
つ
街
の
名
士
と
し
て
、
豊
富
な
資
金

で
芸
術
家
の
支
援
も
行
っ
て
い
た
。
現
在
、

店
舗
建
物
は
歴
史
建
築
に
指
定
さ
れ
、
一
般

に
も
公
開
さ
れ
て
い
る
。
籾
摺
関
連
の
文
物

を
は
じ
め
、
葉
家
所
蔵
の
豪
華
な
家
具
や
楽

器
、
古
い
写
真
な
ど
を
通
し
て
、
大
稲
埕
の

米
産
業
の
歴
史
と
豪
商
の
優
雅
な
生
活
風
景

に
触
れ
て
み
た
い
。

2023 稲埕食光祭
2023年6月に開催される大稲埕の米産業をテーマとした産業
創生・食農教育イベント。6月24日（土）と25日（日）に会
場を歩行者天国にして実施する台日交流クリエイティブマー
ケットには、葉晋発をはじめとした台湾ブランドのほか、日
本ブランドも参加する。
会場：台北市大同區迪化街北段（涼州街―民權西路間）
会期：2023年 6月 10日（土）～ 30日（金）

葉
晋
発
商
號

米
産
業
の
歴
史
を
伝
え
る

生
き
た
博
物
館

 台北市大同區迪化街一段 296號   
 02-2550-5567
 13:30-17:00、月曜・火曜定休   
  見学エリア：NT$100  
 facebook.com/yehjinfa1923

1階展示室で
は籾摺機や
資料を展示

2021年放送の台湾ドラマ『茶金』に登場したテラス

三代目当主は楽団を結成し各地で公演を行っていた
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建
物
の
前
身
は
1
9
3
3
年
（
昭
和
8

年
）
に
完
成
し
た
二
代
目
台
北
北
警
察
署
庁

舎
。
建
物
は
2
階
建
て
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
で
、
設
計
は
台
湾
総
督
府
官
房
営
繕

課
が
担
当
し
た
。
外
観
は
流
線
形
を
呈
し
て

お
り
、
正
面
中
央
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
西
洋
式

の
円
柱
や
2
階
の
半
円
形
の
窓
が
優
美
な

雰
囲
気
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
外
壁
に
使

用
さ
れ
て
い
る
北
投
窯
廠
製
造
の
褐
色
の

タ
イ
ル
は
、
中
山
堂
な
ど
に
も
見
ら
れ
る

日
本
時
代
の
建
物
の
特
徴
の
ひ
と
つ
だ
。

建
物
奥
に
残
る
扇
形
拘
留
室
と
水
牢
は
台

湾
唯
一
の
も
の
で
、
台
湾
の
警
察
史
に
お
け

る
重
要
な
遺
物
と
な
っ
て
い
る
。
戦
後
は
台

北
市
警
察
局
と
改
称
さ
れ
、
2
0
1
2
年
に

警
察
局
が
新
住
所
に
移
転
し
た
の
ち
、
改
修

を
経
て
2
0
1
8
年
に
「
台
湾
新
文
化
運
動

紀
念
館
」
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
た
。
「
台
湾

新
文
化
運
動
」
と
は
、
林
獻
堂
や
蔣
渭
水
が

1
9
2
0
年
代
に
立
ち
上
げ
た
「
台
湾
文
化

協
会
」
か
ら
始
ま
っ
た
、
社
会
主
義
や
民

族
主
義
に
影
響
を
受
け
た
台
湾
の
知
識
人

に
よ
る
文
化
・
政
治
啓
蒙
運
動
を
指
す
。

館
内
で
は
、
台
湾
新
文
化
運
動
の
歴
史
や

社
会
へ
の
影
響
な
ど
を
、
パ
ネ
ル
展
示
や

ゲ
ー
ム
な
ど
の
体
験
型
展
示
で
分
か
り
や

す
く
紹
介
し
て
い
る
。
1
階
に
は
カ
フ
ェ

も
併
設
し
て
お
り
、
歴
史
を
感
じ
ら
れ
る

優
雅
な
空
間
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
も
楽
し
め

る
。
台
北
市
定
古
跡
。

 台北市大同區寧夏路 87號     02-2557-0087   
 9:30-17:30、月曜休館      入館無料   
 tncmmm.gov.taipei   ※館内撮影時はフラッシュ・

三脚・自撮り棒等の撮影補助機材使用禁止

監視台を中心に扇形に配置された拘留室と水牢が残る留置場

1 階カフェ 1 階常設展示

台
湾
新
文
化
運
動
紀
念
館

警
察
史
と

台
湾
新
文
化
活
動
の
語
り
部
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有記名茶
 台北市大同區重慶北路二段 64巷 26號       02-2555-9164     9:00-18:00、日曜定休
 wangtea.com.tw/home-jp   ※工場見学は要予約

朝
陽
茶
葉
公
園
前
に
佇
む
「
有
記
名
茶
」

は
、
大
稲
埕
の
茶
の
歴
史
を
見
守
っ
て
き
た

老
舗
茶
商
。
オ
ー
ナ
ー
の
王
氏
の
先
祖
は
、

鐵
觀
音
茶
の
故
郷
と
し
て
知
ら
れ
る
中
国
福

建
安
溪
で
代
々
茶
に
携
わ
っ
て
き
た
茶
農
家

で
、
1
8
9
0
年
に
茶
商
「
王
有
記
茶
荘
」

を
創
業
し
、
1
9
0
7
年
に
台
湾
茶
の
重
要

な
輸
出
拠
点
だ
っ
た
大
稲
埕
に
進
出
し
た
。

1
9
4
9
年
に
工
場
を
現
在
地
に
移
し
、
現

在
も
店
舗
内
の
精
製
工
場
で
荒
茶
の
仕
上
げ

を
行
っ
て
い
る
。
工
場
で
は
、
熟
練
の
茶
師

が
荒
茶
を
ラ
ン
ク
別
に
選
別
し
、
茎
や
葉
脈

を
取
り
除
き
、
「
焙
籠
間
（
焙
煎
室
）
」
で

茶
葉
を
炭
火
焙
煎
。
さ
ら
に
産
地
や
収
穫
時

期
、
色
、
味
、
香
り
の
異
な
る
茶
葉
を
ブ
レ

ン
ド
し
、
常
に
同
じ
品
質
と
味
わ
い
の
茶
葉

を
消
費
者
に
届
け
て
い
る
。
店
頭
で
は
試
飲

が
可
能
で
、
茶
葉
ご
と
の
発
酵
と
焙
煎
の
度

合
い
を
記
し
た
チ
ャ
ー
ト
表
も
参
考
に
で
き

る
の
で
、
き
っ
と
好
み
の
茶
葉
が
見
つ
か
る

だ
ろ
う
。

有
記
名
茶 

× W
angtea Lab

台
湾
茶
の
歴
史
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
茶
商

歴史建築に指定されている店舗建物

精製工場の焙籠間
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有
記
名
茶
東
隣
の
「W

angtea Lab

」

は
、
若
い
人
に
も
っ
と
自
由
に
台
湾
茶
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
と
、
五
代
目
オ
ー
ナ
ー
が

2
0
2
0
年
に
立
ち
上
げ
た
有
記
名
茶
の
新

ブ
ラ
ン
ド
。
「
ラ
ボ
」
の
名
の
通
り
、
こ

こ
は
有
記
名
茶
の
茶
葉
と
異
な
る
抽
出
法

を
組
み
合
わ
せ
た
、
新
し
い
お
茶
の
味
わ

い
方
を
提
案
す
る
台
湾
茶
の
実
験
室
だ
。

抽
出
方
法
は
、
茶
葉
に
お
湯
を
注
ぎ
濾
す

「
手
沖Pourover

」
、
テ
ィ
ー
エ
ス
プ
レ
ッ

ソ
マ
シ
ン
を
用
い
て
抽
出
す
る
「
原
片
萃

茶Leavespresso

」
、
そ
の
場
で
挽
い
た

茶
葉
に
お
湯
や
ミ
ル
ク
を
注
ぐ
「
濃
縮
萃

茶SHO[T]

」
、
炭
酸
ガ
ス（
CO2
）
ま
た
は

窒
素
ガ
ス（
N2
）
を
充
填
す
る
「
汲
飲
茶

Draft

」
の
4
種
類
。
な
か
で
も
「Draft

」

は
ま
っ
た
く
新
し
い
お
茶
の
味
わ
い
が
楽
し

め
る
と
評
判
だ
。
炭
酸
ガ
ス
入
り
の
お
茶
は

炭
酸
の
酸
味
が
ス
イ
ー
ツ
の
甘
み
を
引
き
立

て
、
窒
素
ガ
ス
入
り
は
お
茶
に
ま
ろ
や
か
な

口
当
た
り
を
加
え
て
く
れ
る
。
ベ
ー
ス
と
な

る
ブ
レ
ン
ド
茶
に
よ
り
、
味
わ
い
が
多
彩
に

変
化
す
る
の
も
楽
し
い
。
古
民
家
を
改
装
し

た
モ
ダ
ン
な
店
舗
で
、
1
0
0
年
の
歴
史
と

新
時
代
の
息
吹
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
新
し

い
台
湾
茶
を
味
わ
お
う
。

2 階客席

1 階半個室　Wangtea Lab
 台北市大同區重慶北路二段 64巷 24號     02-2558-5551       10:30-19:30、日曜 10:00-19:00
 ミニマムチャージ：1人 1杯ドリンク、席利用：90分     www.wangtealab.com

粉紅泡泡（N2） 秋刀魚的泡泡（CO2）山裡紅（CO2）

お茶請けにはスイーツの名店とコラボ
した焼き菓子などを用意
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環
河
北
路
一
段

迪
化
街
一
段

民
樂
街

塔
城
街

淡水河

MRT北門駅

MRT大橋頭駅

大稲埕遊客中心

葉晋発商號

有記名茶 WANGTEA
Wangtea Lab

AKA café

幸発亭蜜豆冰

杜甲 A-Ma 台北迪化店

台湾新文化運動紀念館

重
慶
北
路
二
段

重
慶
北
路
一
段

延
平
北
路
二
段

延
平
北
路
一
段

寧
夏
路

民生西路

民權西路

南京西路

 MRT 大橋頭駅・MRT 北門駅から
徒歩で各スポットへ Google Map

オ
ー
ナ
ー
の
N
E
O
氏
は
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー

で
、
日
本
の
草
月
流
い
け
ば
な
の
1
級
師
範
免

許
を
持
つ
文
化
人
。
彼
は
築
1
0
0
年
の
大
正

時
代
建
設
と
伝
わ
る
洋
館
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

し
、
伝
統
建
築
や
バ
ロ
ッ
ク
建
築
な
ど
の
要
素

を
融
合
さ
せ
た
大
正
浪
漫
薫
る
華
麗
な
カ
フ
ェ

に
生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
。
建
物
の
1
階
は
カ

フ
ェ
、
2
階
は
茶
道
と
香
道
の
体
験
空
間
、
3

階
は
オ
ー
ナ
ー
の
私
的
な
応
接
室
と
草
月
流
い

け
ば
な
（
華
道
）
教
室
と
な
っ
て
お
り
、
不
定

期
で
ラ
イ
ブ
や
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
る
。

厳
選
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
テ
ィ
コ
ー
ヒ
ー
に
、
台

湾
産
の
烏
龍
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
フ
ル
ー
ツ
な
ど

を
使
用
し
た
、
台
湾
の
味
覚
を
存
分
に
楽
し
め

る
ス
イ
ー
ツ
セ
ッ
ト
「
甜
點
盒
」
を
あ
わ
せ

て
、
優
雅
な
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
満
喫
し
た
い
。

1
9
3
8
年
（
昭
和
13
年
）
に
台
中
駅
前
で

創
業
し
た
老
舗
か
き
氷
店
。
創
業
者
が
日
本
の

み
つ
ま
め
を
参
考
に
し
て
作
っ
た
か
き
氷
が
台

中
市
民
に
愛
さ
れ
て
き
た
。
台
中
本
店
は
コ
ロ

ナ
の
影
響
で
2
0
2
1
年
に
惜
し
ま
れ
な
が
ら

閉
店
し
た
が
、
三
代
目
オ
ー
ナ
ー
が
2
0
2
2

年
に
台
中
か
ら
大
稲
埕
に
店
舗
を
移
し
た
こ

と
で
、
老
舗
の
味
が
台
北
で
味
わ
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
名
物
か
き
氷
「
招
牌
蜜
豆
冰
」
は
、

煮
豆
や
フ
ル
ー
ツ
の
シ
ロ
ッ
プ
煮
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
フ
ル
ー
ツ
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
具
だ
く
さ

ん
の
か
き
氷
。
さ
っ
ぱ
り
と
し
た
味
わ
い
で
、

透
明
の
か
き
氷
「
清
冰
」
か
、
ふ
わ
ふ
わ
の
ミ

ル
ク
か
き
氷
「
雪
花
冰
」
が
選
べ
る
。
冬
場

は
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
濃
厚
な
香
り
と
甘
さ
が
楽

し
め
る
、
小
豆
、
緑
豆
、
白
玉
な
ど
が
入
っ
た

甘
い
お
粥
「
八
寶
米
糕
粥
」
が
お
す
す
め
。

A
K

A
 café

台
中
発
の
レ
ト
ロ
な
老
舗
甘
味
店

幸
発
亭
蜜
豆
冰
（
大
稲
埕
）

 台北市大同區民樂街 66號後棟     02-2550-1280
 11:00-19:00、火曜定休     予約制、ミニマムチャージ：
1人 1杯ドリンク、席利用：90分

 facebook.com/aka.cafe.tw
※館内は自席でのみ撮影可、席を離れての撮影不可

 台北市大同區迪化街一段 196號
 02-2553-7787   
 11:30-18:30、水曜定休
 ミニマムチャージ：1人 NT$120、
席利用：休日は 1時間

 facebook.com/singfating

甜點盒三層

招牌蜜豆冰

八寶米糕粥

写真／AKA café

大
正
浪
漫
薫
る

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
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ブ
ラ
ン
ド
名
の
「
杜
甲
（
D
o
G
a
）
」

は
創
業
者
・
李
威
辰
氏
の
祖
母
の
名
前
、

「
A-

M
a
」
は
台
湾
語
で
「
祖
母
」
を
意

味
す
る
「
阿
嬤
」
に
由
来
す
る
。
李
氏
は

2
0
0
5
年
に
台
湾
初
の
唐
辛
子
ス
ナ
ッ
ク

の
ブ
ラ
ン
ド
「
D
o
G
a
」
を
立
ち
上
げ
、

2
0
1
3
年
に
台
南
安
平
に
第
1
号
の
旗
艦

店
を
開
店
し
た
。
唐
辛
子
に
白
ご
ま
を
詰
め

た
ス
ナ
ッ
ク
「
香
酥
脆
椒
」
は
、
創
業
時
か

ら
現
在
ま
で
続
く
看
板
商
品
だ
。
姉
妹
ブ
ラ

ン
ド
の
「
杜
甲
」
は
、
2
0
1
7
年
か
ら
唐

辛
子
食
品
の
新
し
い
可
能
性
の
研
究
を
開

始
。
2
0
2
1
年
に
は
台
北
迪
化
街
に
進
出

を
果
た
し
、
新
た
な
唐
辛
子
の
世
界
を
展
開

し
て
い
る
。
迪
化
店
は
唐
辛
子
で
埋
め
尽
く

さ
れ
た
入
口
わ
き
の
壁
が
印
象
的
で
、
店
内

は
高
級
食
器
店
の
よ
う
な
ラ
グ
ジ
ュ
ア
リ
ー

な
雰
囲
気
だ
。
扱
う
商
品
は
、
白
い
ご
飯
の

お
供
に
ぴ
っ
た
り
の
食
べ
る
ラ
ー
油
を
は
じ

め
、
完
全
無
添
加
の
透
明
で
ク
リ
ア
な
ラ
ー

油
、
唐
辛
子
や
世
界
の
ス
パ
イ
ス
の
パ
ウ

ダ
ー
、
唐
辛
子
や
ハ
ー
ブ
を
加
え
た
お
茶
、

唐
辛
子
の
ス
ナ
ッ
ク
や
麺
類
な
ど
幅
広
い
。

味
わ
い
深
い
商
品
は
パ
ッ
ケ
ー
ジ
も
美
し

く
、
大
切
な
方
へ
の
贈
り
物
に
も
最
適
だ
。

杜
甲 A

-M
a 

台
北
迪
化
店

選
び
抜
か
れ
た
極
上
唐
辛
子

 台北市大同區迪化街一段 159號
 02-2552-8787
 10:30-18:30
 facebook.com/DoGaAma

※食べるラー油は開封後は冷蔵庫へ

香酥脆椒を漬け込んだラー油「巴蜀蒜椒油」は調味料に

塩で調味した食べるラー油「杜甲香麻醬」はご飯のお供に

29 街道散策
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ベ
ジ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン

台湾では昔から宗教上の理由で「素食」と呼ばれる菜食を選択する人が多い。近年
は健康志向や環境保護、動物愛護の観点からベジタリアンに興味を持つ若者が増え、
茶館からカフェ、バー、居酒屋まで、モダンでおしゃれなベジタリアンレストラン
が続々登場している。台北のおしゃれなベジタリアンレストランで、ヘルシーで美
味しく、地球環境にも優しいベジタリアンフードを楽しもう！

台湾政府衛生福利部が規定する素食 5
表示は以下の通り
全素（純素）：植物五辛を含まない純植

物性食品
蛋素：卵使用           
奶素：乳製品使用
奶蛋素：卵、乳製品使用
植物五辛素：ネギ、ニンニク、ニラ、ラッ

キョウ、玉ネギ使用

台湾素食豆知識

お
し
ゃ
れ
で
美
味
し
い 

！

企画構成 /高田雅子 文 /高田雅子 写真 /陳正國 ･季子弘 30
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台湾茶とベジタリアン仕様の台湾料理を提供す
るレストラン。茶芸館風の店内は落ち着いた雰
囲気で、ゆったりとお茶と食事が楽しめる。伝
統的な製法で職人が丹念に焙煎した茶葉、アニ
マルウェルフェアに配慮した飼育で育てた鶏の
卵など、食材にもこだわっている。茶葉入りサ
ラダ「白毫玉葉鬆」やトマトの梅漬け「蜜番
茄」などの前菜から、包種茶とタロイモのお焼
き「包種芋頭煎餅」やインゲン豆炒め「乾煸四
季豆」、酸辣湯風の麺「酸辣煨麵」やキノコの
玉子丼「月見芙蓉」などの料理、鉄観音茶と小
豆餡入りの米粉の蒸しケーキ「茶香鬆糕」など
のデザートまで、メニューも多彩。

西門町と龍山寺の中間に位置する、台湾茶と精進朝食
が同時に楽しめる茶芸館。「主軸是賣茶，飯糰是媒人
（主軸は茶葉の販売で、おにぎりは媒酌人）」をモッ
トーに、阿里山烏龍茶など厳選した台湾茶を取り揃え
ている。朝食の看板メニューは、ごぼう天、紅茶煮
卵、中華揚げパン、白菜漬けを赤米と台湾長米で包ん
だ台湾式おにぎり「五彩經典飯糰」。ピリッと辛い麻
婆豆腐入りの中華まん「麻婆豆腐包子」も人気だ。大
豆の風味が濃厚な豆乳は朝食のお供にぴったり。

禅風茶楼

従心茶館

月
見
芙蓉

茶香鬆糕

蜜番
茄

白
毫
玉
葉
鬆

酸辣煨麵

五彩經典飯糰

麻婆豆腐包子

包
種

芋
頭煎餅

 台北市中山區松江路 182號 2F      
 02-2567-8977
 11:30-14:00、17:30-21:00
  ミニマムチャージ：1人茶代
NT$40、サービス料：10％   

 facebook.com/ZenTeaRestaurant  
 MRT行天宮駅から徒歩 4分

 台北市萬華區康定路 95號    
 02-2381-9396
 7:30-14:00
 bit.ly/3I2f24Y 
 MRT西門駅から徒歩 10分

台 湾 茶 館

民生東路

MRT
行天宮駅

禅風茶楼
松
江
路

建
國
北
路

従心茶館

桂林路

成都路康
定
路 昆

明
路

中
華
路
一
段

MRT
西門駅

MRT
小南門駅
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「美味×健康×永続」を理念に掲げ、サス
テナブルフードを使ったヘルシーで美味し
い料理を通して、よりよい地球環境の実
現を目指しているヴィーガンカフェ。有
機・自然農法で育てた非遺伝子組み換え
の植物性食品のみを使用しており、グルテ
ンフリー、卵・乳製品・大豆・精白糖不使
用にもこだわっている。ビートのサラダタ
ルト「甜菜根韃靼」、フジマメを使ったコ
ロッケに似た中東料理のファラフェル「中
東扁豆法拉費」、チアシードとナッツミル
クにメープルシロップをあわせたプディン
グ「楓糖奇亞籽布丁」など、どの料理もお
しゃれで美味しいと評判だ。

アメリカから台湾に帰化した台湾プロバスケットボールリー
グのクインシー・デイビス選手がオーナーを務めるヴィーガ
ンレストラン。メンチカツ風に仕上げた黒豆のパティをアメ
リカンバーベキューソースで味付けしたハンバーガー「Q叔
叔漢堡 經典黑豆排美式烤肉醬」など、肉や魚を使わない完
全菜食料理とは思えないほど美味しく、満足感が得られるメ
ニューがそろっている。リゾット、パスタ、デザートも本格
的。ヴィーガン料理初心者におす
すめのレストランだ。

Plants

UNCLE Q Vegan 創意蔬食餐庁

 台北市大安區復興南路一段 253巷 10號  
 02-2784-5677        11:30-21:30、月曜定休   
  ミニマムチャージ：1人 1品、 サービス料：10％   
 www.plantseatery.com.tw    
 MRT大安駅から徒歩 5分

デイビス選手のユニホームや
シューズなどが飾られた店内

右から時計回りで甜菜根韃靼、中東扁豆法拉費、楓糖奇亞籽布丁

      糖
醋魚片

 台北市信義區忠孝東路四段 553巷 46弄 11號         02-3762-2557   
 ランチ 11:30-16:00（ラストオーダー 14:30）、ディナー 17:00-22:00（ラストオーダー 20:20）   
  ミニマムチャージ：NT$200、サービス料：10％、席利用 110分
 facebook.com/BaganHood        MRT市政府駅から徒歩 7分

 台北市大安區潮州街 105號 1F 
 02-2356-8095       11:30-15:00、17:30-21:00       ミニマムチャージ：1人 NT$200、席利用：1.5時間    
 facebook.com/uncleqvegan      MRT東門駅から徒歩 10分      ※臨時休業は Facebookで告知

洋 風 カ フ ェ

潮州街

金華街

愛國東路

信義路二段金
山
南
路
二
段

麗
水
街

永
康
街

UNCLE Q Vegan 
創意蔬食餐庁

MRT東門駅

仁愛路四段

信義路四段

東豐街

大
安
路
一
段

MRT
大安駅

Plants復
興
南
路
一
段
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「熱炒」は、夜遅くまで料理とビールが楽しめる台湾式居酒屋。東区
の路地裏に佇む「CHAO」は、台北でも珍しい台湾料理と東南アジア
料理を提供するベジタリアン熱炒店だ。鶏肉風植物肉の唐辛子炒め

「宮保雞丁」、植物由来の魚肉の甘酢炒め「糖醋魚片」、炒り卵風に
崩して炒めた臭豆腐に揚げパンを散らした「找不到臭豆腐」、インゲ
ン豆炒め「乾煸四季豆」、青江菜と植物肉の上海風炊き込みご飯「上
海菜飯」など、どの料理もベジタリアン料理とは思えないほど完成度
が高い。濃い目の味付けはよく冷えた
台湾ビールと相性抜群！

CHAO 炒炒新亞洲蔬食

動物愛護と地球環境にやさしい食生活を提案するレストラン＆バー。一番
人気の「松露植物漢堡排」は植物由来の人口肉のパティをはさんだハン
バーガー。パティは見た目も食感も肉そのもので、驚くほどジューシー。
トリュフの香りをまとったマヨネーズソースがパティの味わいを引き立て
ている。ピザも人気で、植物由来の豚肉、ハラペーニョ、キノコ、トマト
ソースをのせた「辣味新豬肉Pizza」は青唐辛子の辛さがお酒にあう。アル
コールは、白ワインにオレンジジュースを加えたサン
グリア「桑格利亞」などのカクテルをはじめ、
ビールやワインもそろっている。美味しい料
理とお酒を心ゆくまで楽しもう。

BaganHood 蔬食餐酒館

乾

煸
四

季
豆

找不到臭豆腐

      糖
醋魚片

桑格利亞

松露
植物堡

辣味新豬肉Pizz
a

 台北市大安區大安路一段 52巷 21號   
 02-2775-3005       サービス料：10％   
 17:00-23:00、土曜・日曜 11:00-14:30、17:00-23:00     
 facebook.com/ChaoChaoStirFry    
 MRT忠孝復興駅から徒歩 2分

 台北市信義區忠孝東路四段 553巷 46弄 11號         02-3762-2557   
 ランチ 11:30-16:00（ラストオーダー 14:30）、ディナー 17:00-22:00（ラストオーダー 20:20）   
  ミニマムチャージ：NT$200、サービス料：10％、席利用 110分
 facebook.com/BaganHood        MRT市政府駅から徒歩 7分

バー＆居酒屋

CHAO 
炒炒新亞洲蔬食

MRT
忠孝復興駅

市民大道四段

忠孝東路

復
興
南
路
一
段

敦
化
南
路
一
段

大
安
路
一
段

MRT
國父紀念館駅

MRT
市政府駅

基
隆
路
一
段

光
復
南
路

市民大道

忠孝東路四段

永吉路

松
隆
路

BaganHood 
蔬食餐酒館
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春
に
な
る
と
様
々
な
花
が
咲
く
が
、
サ
ク
ラ
、

ツ
ツ
ジ
、
カ
ラ
ー
、
キ
ワ
タ
、
ヒ
ト
ツ
バ
タ
ゴ
、
コ

ガ
ネ
ノ
ウ
ゼ
ン
な
ど
の
街
路
樹
や
観
賞
用
の
花
木

の
ほ
か
に
、
果
樹
が
開
花
し
て
い
る
こ
と
に
気
が

付
く
人
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。
例
え
ば
、
台
南
麻

豆
、
花
蓮
瑞
穂
、
宜
蘭
冬
山
な
ど
の
土
地
で
は
文
旦

の
花
が
濃
厚
な
香
り
を
放
っ
て
い
る
し
、
ア
ッ
プ
ル

マ
ン
ゴ
ー
の
花
が
咲
く
と
山
が
赤
一
色
と
な
り
、
柑

橘
類
が
開
花
す
る
と
一
面
に
雪
が
積
も
っ
た
よ
う
に

な
る
。
ま
た
宜
蘭
三
星
の
ナ
シ
の
花
は
小
さ
な
雨
傘

を
差
し
て
い
る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
美
し
さ

が
あ
る
。
な
か
で
も
最
も
壮
大
で
、
そ
の
樹
の
下
に

何
千
も
の
「
軍
隊
」
が
集
ま
る
光
景
が
見
ら
れ
る
の

が
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
開
花
だ
。

こ
こ
で
い
う
「
軍
隊
」
と
は
、
人
で
は
な
く

ミ
ツ
バ
チ
を
指
す
。
台
湾
の
市
場
に
は
、
メ
ヒ
ル

ギ
、
ア
ボ
カ
ド
、
ハ
ク
セ
ン
ソ
ウ
、
オ
ク
ト
パ
ス
ツ

リ
ー
、
サ
カ
キ
な
ど
多
種
多
様
な
蜂
蜜
が
出
回
っ
て

い
る
が
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
と
ラ
イ
チ
、
そ
し
て
多
種
類

の
花
の
蜜
を
合
わ
せ
た
百
花
蜂
蜜
が
最
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
理
由
は
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
と
ラ
イ
チ
の
開
花
時

期
が
集
中
し
て
お
り
、
な
お
か
つ
採
蜜
の
効
率
が
非

常
に
高
い
蜂
蜜
だ
か
ら
だ
。
な
か
で
も
リ
ュ
ウ
ガ
ン

は
香
り
が
濃
厚
で
結
晶
化
し
に
く
い
た
め
、
「
台
湾

の
蜂
蜜
の
王
様
」
と
さ
れ
て
い
る
。

春
の
日
に
高
雄
大
岡
山
、
台
南
東
山
、
南
投

中
寮
な
ど
の
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
産
地
に
出
か
け
る

と
、
満
開
の
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
花
の
美
し
さ
に
驚

嘆
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
花
は
金

色
で
、
花
弁
は
キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
よ
う
に
小
さ

く
、
密
集
し
て
咲
い
て
お
り
、
一
枝
に
数
千
の

花
が
集
ま
っ
て
い
る
た
め
、
満
開
時
は
山
が
金

色
に
染
ま
る
。

最
も
美
し
い
の
は
花
そ
の
も
の
だ
け
で
な
く
、

花
が
も
た
ら
す
産
業
文
化
だ
。
毎
年
3
月
か
ら
4

月
に
か
け
て
、
台
湾
全
国
の
養
蜂
家
が
リ
ュ
ウ
ガ

ン
農
場
の
オ
ー
ナ
ー
と
事
前
に
予
約
を
取
り
、
巣

箱
と
共
に
「
花
を
追
っ
て
」
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
果
樹

園
に
移
動
し
、
ミ
ツ
バ
チ
に
蜜
を
集
め
さ
せ
る
。

何
億
も
の
ミ
ツ
バ
チ
が
移
動
す
る
珍
し
い
光
景

は
、
台
湾
の
重
要
な
蜂
蜜
産
業
を
生
み
だ
し
た
。

リ
ュ
ウ
ガ
ン
農
家
も
無
料
で
花
粉
を
受
粉
し
て
く

れ
る
労
働
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
ふ
た

つ
の
産
業
は
互
い
に
協
力
し
、
依
存
し
て
い
る
。

リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
開
花
は
、
ま
る
で
リ
ュ
ウ
ガ
ン
農

家
と
養
蜂
家
の
一
年
に
一
度
の
「
甘
い
逢
瀬
」
の

合
図
の
よ
う
だ
。

リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
花
は
蜂
蜜
の
ほ
か
に
、
近
年

で
は
「
リ
ュ
ウ
ガ
ン
花
茶
」
が
人
気
を
集
め
て
い

る
。
リ
ュ
ウ
ガ
ン
花
茶
は
茶
葉
で
は
な
く
、
樹
か

台
南
東
山
「
覓
蜜
團
」

金
色
に
輝
く
山
々
と

蜜
が
流
れ
る
春

台南東山仙湖農場

リュ
ウガ

ンの
花
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ら
揺
り
落
と
し
た
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
花
に
85
度
の
お

湯
を
注
い
だ
も
の
で
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
蜂
蜜
と
同

じ
香
り
と
ほ
の
か
な
蜜
の
味
は
す
る
が
、
し
つ
こ

い
甘
さ
と
カ
フ
ェ
イ
ン
は
含
ま
な
い
。
リ
ュ
ウ
ガ

ン
は
安
眠
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
、
寒
い
冬
の

夜
、
就
寝
前
に
一
杯
飲
み
、
温
か
な
金
色
の
花
茶

を
両
手
で
持
ち
、
花
の
香
り
を
嗅
ぐ
と
、
穏
や
か

で
安
穏
と
し
た
幸
福
感
が
感
じ
ら
れ
る
た
め
、
年

を
追
う
ご
と
に
人
気
が
高
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
花
を
む
や
み
に

揺
り
落
と
す
こ
と
は
控
え
る
べ
き
だ
。
花
が

落
ち
て
し
ま
う
と
、
8
月
に
リ
ュ
ウ
ガ
ン
を

食
べ
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
か
ら
だ
。
理

由
は
、
最
初
に
咲
く
花
は
た
い
て
い
雄
花

で
、
3
～
7
日
後
に
雌
花
の
開
花
を
迎
え
る

た
め
だ
。
つ
ま
り
、
花
が
咲
い
て
か
ら
7
～

10
日
後
に
は
雌
花
の
受
粉
が
完
了
し
、
雌
花

は
枝
に
し
っ
か
り
固
定
さ
れ
る
が
、
受
粉
完

了
後
の
雄
花
は
揺
す
れ
ば
す
ぐ
に
樹
か
ら
落

ち
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
油
桐
花
の
花
見
の

際
に
地
面
に
落
ち
て
い
る
の
が
す
べ
て
雄
花

で
あ
る
の
と
同
じ
よ
う
に
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
花

茶
の
大
部
分
も
雄
花
な
の
だ
。

リ
ュ
ウ
ガ
ン
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
花
、
リ
ュ
ウ

ガ
ン
蜂
蜜
の
間
に
は
、
小
さ
い
な
が
ら
も
非
常
に

興
味
深
い
農
業
に
ま
つ
わ
る
話
が
数
多
く
あ
る
。

一
般
の
人
々
に
、
こ
れ
ら
の
農
村
と
物
産
に
つ
い

て
、
よ
り
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
台
湾
レ

ジ
ャ
ー
農
業
発
展
協
会
で
は
毎
年
4
月
に
、
リ
ュ

ウ
ガ
ン
の
花
の
開
花
時
に
台
南
東
山
仙
湖
農
場
と

協
力
し
て
1
泊
2
日
の
採
蜜
会
イ
ベ
ン
ト
「
覓
蜜

團
」
を
開
催
し
て
い
る
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
養
蜂

家
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
農
家
、
ガ
イ
ド
か
ら
様
々
な
話

を
聞
き
、
現
地
で
ミ
ツ
バ
チ
の
目
を
盗
ん
で
蜂
蜜

を
採
っ
た
り
、
リ
ュ
ウ
ガ
ン
の
樹
か
ら
花
を
揺
り

落
と
し
た
り
す
る
ほ
か
、
ア
ボ
カ
ド
、
パ
イ
ナ
ッ

プ
ル
、
モ
ッ
コ
ク
、
ニ
ン
ジ
ン
ボ
ク
な
ど
の
蜂
蜜

を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
る
。
な
か
で
も
淡
い
焼
き

芋
の
よ
う
な
風
味
の
ハ
ク
セ
ン
ソ
ウ
の
蜂
蜜
や
、

漢
方
の
人
参
の
よ
う
な
甘
み
と
苦
み
が
あ
る
オ

ク
ト
パ
ス
ツ
リ
ー
の
蜂
蜜
な
ど
は
ぜ
ひ
味
わ
い
た

い
。
一
度
に
様
々
な
種
類
の
珍
し
い
蜂
蜜
に
出
逢

え
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
だ
。

こ
れ
ら
の
、
農
地
と
結
び
つ
い
た
農
業
物
産

を
深
く
掘
り
下
げ
る
と
同
時
に
、
食
と
農
業
の
知

識
、
産
業
文
化
を
伝
え
る
旅
は
、
台
湾
特
有
の
農

業
体
験
だ
。
2
0
2
3
年
の
仙
湖
農
場
の
「
覓

蜜
團
」
は
4
月
14
日
か
ら
15
日
の
開
催
予
定
と

な
っ
て
い
る
。
関
連
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

開
催
日
が
近
づ
く
と
台
湾
レ
ジ
ャ
ー
農
業
発
展
協

会
の
サ
イ
ト
「
農
遊
超
市
F
a
r
m
t
o
u
r_

M
a
r
k
e
t
」
で
検
索
・
購
入
で
き
る
。

採蜜風景 リュウガンの実

様々な花の蜂蜜 リュウガン花茶

農遊超市 Farmtour_Market     www.taiwanfarm.com.tw
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そ
の
粽
は
南
部
粽
、

そ
れ
と
も
北
部
粽
？

台
南
で
生
ま
れ
、
子
供
時
代
を
過
ご
し
た

私
は
、
30
年
あ
ま
り
前
に
台
北
に
居
を
移
し

た
。
初
め
て
台
北
に
到
着
し
、
友
人
た
ち
と

台
北
公
館
近
く
の
夜
市
を
歩
い
て
い
る
と
、

ふ
と
「
蚵
仔
麵
線
（
カ
キ
入
り
煮
込
み
素

麺
）
」
の
四
文
字
が
目
に
入
っ
た
。
思
い
が

け
ず
、
長
ら
く
食
べ
た
い
と
思
い
な
が
ら
食

べ
ら
れ
な
か
っ
た
蚵
仔
麵
線
に
出
逢
え
た
こ

と
が
う
れ
し
く
て
、
さ
っ
そ
く
注
文
し
て
食

べ
て
み
た
。

意
外
に
も
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
ば
れ
て
き
た

の
は
私
が
全
く
知
ら
な
い
料
理
だ
っ
た
。
台

南
の
「
蚵
仔
麵
線
」
は
白
い
麵
線
と
カ
キ
と

透
明
な
ス
ー
プ
の
組
み
合
わ
せ
だ
が
、
こ
れ

は
違
う
。
こ
の
と
き
私
は
食
べ
な
が
ら
心
の

中
で
叫
ん
で
い
た
。
「
蚵
仔
麵
線
な
の
に
、

ど
う
し
て
台
北
の
は
中
に
豚
の
ホ
ル
モ
ン
が

隠
れ
て
る
の
？
」
「
ど
う
し
て
麺
が
茶
色
な

の
？
」
「
私
は
い
っ
た
い
何
を
食
べ
て
る

の
？
」

若
か
り
し
日
の
私
が
、
こ
の
蚵
仔
麵
線
か

ら
学
ん
だ
の
は
南
北
の
違
い
だ
。
地
理
的
な

違
い
、
都
市
と
地
方
と
の
違
い
、
人
的
要
因

な
ど
が
織
り
交
ざ
る
こ
と
で
、
異
な
る
食
の

風
景
が
生
み
だ
さ
れ
る
の
だ
。

ひ
と
粒
の
粽
が
分
け
る
東
西

台
湾
の
面
積
は
3
万
6
0
0
0
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
。
小
さ
い
土
地
だ
が
地
方
に
よ
り
食

文
化
が
異
な
る
。
例
え
ば
、
ト
マ
ト
は
南
北
で

異
な
る
見
方
と
食
べ
方
を
さ
れ
る
。
北
部
人
は

ト
マ
ト
を
果
物
と
し
て
粉
砂
糖
や
甘
草
粉
を
つ

け
て
食
べ
る
が
、
南
部
人
は
野
菜
と
し
て
醤
油

だ
れ
と
お
ろ
し
シ
ョ
ウ
ガ
を
つ
け
て
食
べ
る
。

甘
酸
っ
ぱ
く
、
甘
辛
い
味
わ
い
の
カ
ッ
ト
ト
マ

ト
は
、
ト
マ
ト
に
た
れ
を
つ
け
て
食
べ
る
の
で

は
な
く
、
た
れ
に
ト
マ
ト
を
つ
け
て
食
べ
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
だ
。

ト
マ
ト
の
ほ
か
に
、
肉
圓
や
滷
肉
飯
も

「
南
北
版
」
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に

台南人。「人は食と切り離せず、
食もまた人と切り離せない」を信
条とし、食文化を愛する。グルメ
記者歴 20年。雑誌コラム、特約
取材などを執筆し、台湾高速鉄道
車内誌『T-Life』、マレーシア星
洲日報コラム『有情有味』などに
寄稿。著書は『喔！臺味原來如
此』『啊！這味道』『臺味』など。

陳靜宜

台北の蚵仔麵線

台南の蚵仔麵線

南部の粽

コラム

北部の粽
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支
持
者
が
い
る
が
、
彼
ら
の
背
景
の
大
部
分

に
は
自
ら
の
飲
食
習
慣
が
あ
り
、
ま
た
そ
の

生
活
環
境
に
も
深
く
関
係
し
て
い
る
。

端
午
の
節
句
で
さ
え
、
毎
年
、
粽
を
め

ぐ
っ
て
南
北
戦
を
繰
り
広
げ
る
人
々
が
い

る
。
南
北
の
粽
は
具
材
や
包
む
素
材
、
調
理

法
が
異
な
る
。
北
部
の
粽
を
包
む
の
は
竹
皮

だ
。
炊
い
た
も
ち
米
と
豚
肉
、
干
し
エ
ビ
な

ど
の
具
材
を
炒
め
て
竹
皮
で
包
み
、
鍋
で
蒸

し
あ
げ
る
。
中
身
が
油
飯
（
お
こ
わ
）
と

ま
っ
た
く
同
じ
な
の
で
、
「
油
飯
を
立
体
に

し
て
包
ん
だ
だ
け
」
と
揶
揄
し
、
「
3
D
油

飯
」
と
呼
ぶ
人
も
い
る
。

南
部
の
粽
は
笹
の
葉
や
月
桃
の
葉
で
包
む

の
が
主
流
だ
。
水
に
浸
し
た
生
の
も
ち
米
と

豚
肉
、
ア
ヒ
ル
の
卵
の
塩
漬
け
の
卵
黄
な
ど

の
具
材
を
葉
の
中
に
入
れ
て
包
み
、
鍋
に
沸

か
し
た
湯
で
茹
で
あ
げ
る
。

食
を
め
ぐ
る
論
争
は
台
湾
以
外
の
地
域

で
も
起
こ
っ
て
い
る
。
中
国
大
陸
で
は
「
豆

花
（
豆
腐
に
似
た
食
品
）
は
甘
い
か
塩
辛
い

か
」
を
め
ぐ
り
、
16
万
の
コ
メ
ン
ト
が
集
ま

る
ネ
ッ
ト
戦
が
勃
発

し
た
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル

と
マ
レ
ー
シ
ア
で
も
「
本
物
の
肉
骨
茶
（
バ
ク

テ
ー
）
」
の
定
義
に
つ
い
て
熾
烈
な
論
争
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
食
に
正
し
い
も
間

違
い
も
な
く
、
互
い
の
特
色
を
尊
重
す
る
べ
き

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

食
物
の
時
間
軸
と
変
化

歴
史
や
地
理
な
ど
の
要
因
に
加
え
て
、

人
的
要
因
も
食
の
拡
大
や
変
化
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
る
。
人
は
食
と
切
り
離
せ
ず
、
食

も
ま
た
人
と
切
り
離
せ
な
い
。
故
郷
の
食
習

慣
は
子
孫
の
食
卓
の
記
憶
に
影
響
を
与
え
て

い
る
。
潤
餅
（
台
湾
風
春
巻
き
）
を
例
に
す

る
と
、
あ
る
家
庭
の
潤
餅
の
定
番
の
具
が
、

柔
ら
か
く
煮
込
ん
だ
キ
ャ
ベ
ツ
、
エ
ン
ド
ウ

豆
、
落
花
生
の
粉
な
ら
、
そ
の
家
族
の
祖
先

は
漳
州
と
廈
門
か
ら
来
た
移
民
の
可
能
性
が

あ
る
。
ま
た
、
大
量
の
ニ
ン
ジ
ン
を
包
む
家

の
先
祖
は
泉
州
か
ら
の
移
民
で
、
モ
ヤ
シ
を

た
く
さ
ん
包
む
家
の
先
祖
は
福
州
か
ら
の
移

民
だ
ろ
う
。

本
文
の
冒
頭
で
ふ
れ
た
蚵
仔
麵
線
に
つ
い

て
、
30
年
あ
ま
り
の
時
を
経
て
、
私
は
い
く

つ
か
の
手
が
か
り
を
得
た
。
中
国
福
建
省
漳

州
の
人
々
も
蚵
仔
麵
線
を
食
べ
る
の
だ
が
、

現
地
で
2
人
の
80
歳
の
婦
人
が
作
る
蚵
仔
麵

線
に
、
台
湾
南
北
の
ふ
た
つ
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

の
蚵
仔
麵
線
を
見
つ
け
た
の
だ
。
し
か
も
彼

女
た
ち
は
、
ど
ち
ら
に
も
白
い
色
の
麵
線
を

使
っ
て
い
た
。

麵
線
の
色
の
違
い
に
つ
い
て
は
、
食
品
加

工
技
術
と
商
業
的
な
要
因
を
考
慮
す
る
と
理

解
で
き
る
。
伝
統
的
な
白
い
麵
線
は
煮
崩
れ

し
や
す
く
、
長
時
間
煮
込
む
の
に
は
不
向
き

で
、
麺
か
ら
溶
け
出
し
た
で
ん
ぷ
ん
で
湯
が

濁
っ
て
粘
り
が
出
る
た
め
、
店
は
常
に
新
し

い
水
に
替
え
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
白
い

麵
線
は
蒸
し
て
加
熱
す
る
と
茶
色
に
な
り
、

麺
の
た
ん
ぱ
く
質
が
変
化
す
る
こ
と
で
状
態

が
安
定
し
、
長
時
間
煮
て
も
煮
崩
れ
な
く
な

る
。
こ
の
た
め
多
く
の
店
が
茶
色
に
変
化
さ

せ
た
「
紅
麵
線
」
を
使
う
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
が
人
々
の
食
習
慣
に
影
響
し
た
の
だ
。

食
物
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
と
、
い
ま
の
世

代
、
前
の
世
代
、
さ
ら
に
昔
の
生
活
に
つ
な

が
っ
て
い
る
。
人
々
と
土
地
の
過
去
と
現
在

か
ら
、
私
た
ち
は
自
身
に
つ
い
て
よ
り
深
く

知
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

南部の滷肉飯

北部の滷肉飯

カットトマトのショウガ醤油だれ添え

潤餅
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文
化
施
設
の
変
化
と
再
生

生
ま
れ
続
け
る

文
／
田
育
志   

撮
影
／
林
科
呈

写
真
提
供
／
海
邊
的
卡
夫
卡
、
豪
所
在

台湾では文化事業の経営は自力で継続できないことが多いが、それでも多くの個性的
な文化施設が生まれ続けている。なぜ経営者は自ら望んで事業に身を投じるのだろう
か。彼らはどのような新しいアイデアを念頭に置いているのだろうか。『FOUNTAIN
新活水』編集部がいくつかの事例を読者の皆様にご紹介する。

2
0
2
2
年
末
、
読
書
共
和
国
の
社

長
・
郭
重
興
は
子
供
時
代
を
過
ご
し
た
大

稲
埕
に
戻
り
、
祖
父
が
「
郭
怡
美
商
行
」

を
立
ち
上
げ
た
店
舗
を
借
り
受
け
、
「
郭

怡
美
書
店
」
を
開
店
し
た
。

「
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
日
本
統
治
時
代
の
大
稲
埕

は
文
化
的
水
準
が
非
常
に
高
か
っ
た
の

で
す
」
と
、
郭
重
興
は
回
想
す
る
。
当

時
の
商
家
の
多
く
は
、
示
し
合
わ
せ
た

わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

ぞ
っ
て
子
女
を
海
外
に
留
学
さ
せ
た
。

帰
国
し
た
留
学
生
た
ち
が
持
ち
帰
っ
た

日
本
や
欧
米
の
空
気
に
よ
り
、
当
時
の

大
稲
埕
は
異
国
情
緒
と
文
化
に
満
た

さ
れ
て
い
た
。
郭
重
興
は
「
書
店
を
経

営
す
る
の
は
、
商
業
的

な
雰
囲
気
の
中
に
読

書
の
灯
台
を
打
ち
立
て
、
こ
の
場
所
を

訪
れ
る
人
々
に
、
大
稲
埕
の
文
化
の
息

吹
を
再
び
感
じ
て
ほ
し
い
か
ら
な
の
で

す
」
と
話
す
。

大
稲
埕
で
よ
く
み
ら
れ
る
乾
物
問
屋

や
カ
フ
ェ
と
は
異
な
り
、
こ
の
場
所
は

一
階
の
店
舗
だ
け
で
は
な
く
、
前
後
二

棟
の
建
物
の
二
階
と
三
階
の
空
間
を
組

み
合
わ
せ
、
書
店
の
機
能
を
拡
大
し
て

い
る
。
郭
重
興
は
、
「
こ
こ
で
は
音
楽

鑑
賞
会
を
開
い
た
り
、
映
画
に
つ
い
て

の
講
演
会
、
本
や
文
化
に
関
す
る
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

色
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
こ
こ
で
開
催
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
今
後
の
展

望
を
語
っ
て
い
る
。

郭
怡
美
と
過
ご
す
大
稲
埕
の

読
書
と
コ
ー
ヒ
ー
の
時
間

『FOUNTAIN 新活水』の毎号のテーマ
は社会の脈動と密接に関連しています。
文化的観点から、地域・境界・世代を超
えて交差する精神を強調し、重要な問題
や現象の詳細な討論と発掘を行っていま
す。鮮烈な視覚的美学が魅力の雑誌は文
化的対話を構築するための重要なプラッ
トフォームになっています。

雑誌『FOUNTAIN新活水』とは

郭怡美書店     台北市大同區迪化街一段 129 號

38コラム
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2
0
0
5
年
に
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「
1
9
7
6
」
の
ボ
ー
カ
ル
・
阿
凱
が
立
ち
上

げ
た
音
楽
カ
フ
ェ
「
海
邊
的
卡
夫
卡
（
海
辺
の

カ
フ
カ
）
」
公
館
店
は
、
17
年
の
間
に
多
く
の

音
楽
ク
リ
エ
イ
タ
ー
や
ア
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
（
芸

術
文
化
活
動
従
事
者
）
を
育
ん
で
き
た
。
公
館

店
は
2
0
2
3
年
2
月
に
閉
店
し
た
が
、
「
海

邊
的
卡
夫
卡
」
の
新
店
が
2
0
2
2
年
夏
に
高

雄
流
行
音
楽
中
心
に
誕
生
し
、
店
の
歴
史
と
生

命
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い
活
力
を
も
た

ら
し
て
い
る
。

両
店
の
違
い
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、
「
高

流
店
の
方
が
活
気
が
あ
り
ま
す
！
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
き
た
。
阿
凱
は
こ
の
十
数
年

を
振
り
返
り
、
公
館
商
圏
の
芸
文
環
境
は

徐
々
に
活
力
を
失
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
見
え

た
と
回
想
し
、「
『
挪
威
森
林
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
森
）
』
も
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、『
路

上
撿
到
一
隻
貓
（
路
上
で
一
匹
の
猫
を
拾
っ

た
）
』
も
温
羅
汀
を
去
り
ま
し
た
」
と
語
る
。

「
高
雄
は
常
に
成
長
し
て
い
る
都
市
で
、

毎
日
私
に
『Surprise M

e

』
な
気
持
ち
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
」
と
言
う
阿
凱
は
現
在
、

高
流
店
を
拠
点
と
し
て
、
南
部
の
音
楽
ク
リ

エ
イ
タ
ー
や
ア
ー
ト
ワ
ー
カ
ー
、
と
く
に
若

い
世
代
と
よ
り
多
く
繋
が
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。
「
契
約
や
ラ
イ
セ
ン
ス
、
法
務
上
の

経
験
を
共
有
し
た
り
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
と
契
約

関
係
を
結
ん
だ
り
と
、
私
た
ち
が
蓄
積
し
て

き
た
強
み
を
活
用
で
き
ま
す
」
と
阿
凱
は
語

る
。
将
来
、
「
海
邊
的
卡
夫
卡
」
高
流
店
も

高
雄
に
「surprise

」
を
も
た
ら
し
、
次
代
の

「
H
U
S
H
（
台
湾
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）
」

を
発
掘
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

高
雄
港
で
出
逢
う
新
生
カ
フ
カ

「
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ラ
ボ
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
「
豪
所
在
」
は
、

2
0
2
2
年
に
彰
化
社
頭
で
開
業
し

た
。
代
表
の
劉
孟
豪
は
こ
の
場
所
を
「
新

し
い
タ
イ
プ
の
住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
」

と
定
義
し
て
お
り
、
地
元
住
民
も
自
由

に
出
入
り
し
て
活
動
し
て
ほ
し
い
と
考

え
て
い
る
。

劉
孟
豪
は
「
地
域
社
会
や
伝
統
産

業
と
の
つ
な
が
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
核
心

だ
」
と
語
る
。
ふ
た
つ
の
ス
ペ
ー
ス
の

う
ち
の
「
聚
所
」
は
多
目
的
展
示
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
て
お
り
、
各
種
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
が
こ
の
場
所
で
開
催
さ
れ
、
人
々
が

集
ま
り
、
と
も
に
地
方
が
生
み
だ
す
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
イ
ベ
ン
ト
を
探
索
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
も
う
ひ
と
つ

の
「
襪
所
」
は
社
頭
の
繊
維
・
靴
下
産

業
を
支
援
し
て
お
り
、
10
の
デ
ザ
イ
ン

ブ
ラ
ン
ド
と
提
携
し
、
美
し
く
質
感
の

あ
る
靴
下
を
販
売
し
て
い
る
。

こ
の
ス
ペ
ー
ス
経
営
は
好
評
を
博
し

て
お
り
、
「
私
た
ち
の
活
動
を
見
て
、

『
自
分
も
故
郷
に
戻
っ
て
も
い
い
か
も

し
れ
な
い
と
思
っ
た
』
と
私
に
話
し
て

き
た
若
者
が
い
た
の
で
す
」
と
劉
孟
豪

は
喜
び
を
語
る
。
「
豪
所
在
」
の
存
在

は
、
こ
の
土
地
を
よ
り
暮
ら
し
や
す
く

す
る
試
み
で
あ
り
、
若
者
に
故
郷
に

戻
っ
て
活
躍
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え

た
ら
、
そ
れ
が
何
よ
り
な
の
だ
。

故
郷
の
伝
統
産
業
に
花
開
く

新
し
い
つ
ぼ
み

読書共和国：台湾の出版グループ。傘下に 40 の書籍出版ブランドがある。

大稲埕：台北市の南西エリア。19 世紀の台北で最も繁栄した貿易の集散地だった。

温羅汀：台湾大学、師範大学周辺の温州街、羅斯福路、汀州路一帯を指す。路地裏に数多くの特色あるカフェや書店があり、文化の
息吹に満ちている。本文で紹介している「挪威森林」と「路上撿到一隻猫」はカフェの店名。

彰化社頭：台湾中部・彰化県の街。繊維産業（靴下産業）で知られる。

※本編は新活水 2023 年 1 月号掲載の第 33 回「一點新意思 Something New」を再編集したものです。

海邊的卡夫卡
高雄市鹽埕區真愛路 1 號 1F（高雄流行音楽中心低音塔・海側）

注

釈

FOUNTAIN新活水
コ ラ ム 第 8 回

豪所在    彰化縣社頭鄉社斗路一段 353 號

39 コラム

(2)
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表一、2022-2021年国民出国者数月別統計比較表

表二、2022-2021年訪台旅客月別統計比較表(居住地別)

表三、2022-2021年日本旅客月別動態比較表（居住地別） 表四、2022-2021国民訪日月別動態比較表

（注）上記の統計表三は船便の旅客も含めて作成したものである。（出所）交通部観光局。 

訪台旅客総数：895,962 (537.79%)

外国人旅客数：830,902 (639.17%)

 (うち日本人旅客数)：87,616 (771.28%)

僑民旅客数：   65,060 (131.79% )
出国者人数：   1,482,821 (311.92%)
※（　）内は昨年同期比

2022
JAN-DEC

出 入 国 
人数統計

月份 2022年(単位：人) 2021年(単位：人) 比較増減(％)

1 25,925 20,969 23.63

2 59,362 36,861 61.04

3 44,089 34,733 26.94

4 40,676 26,318 54.56

5 45,602 24,495 86.17

6 66,870 37,120 80.15

7 102,395 36,951 177.11

8 128,811 39,423 226.74

9 126,864 28,132 350.96

10 172,319 25,928 564.61

11 276,570 22,401 1134.63

12 393,338 26,646 1376.16

合計 1,482,821 359,977 311.92

 2022年(単位：人) 2021年(単位：人) 比較増減(％)

月別 合計(A) 僑民(C) 外国人(E) 毎日平均人数 合計(B) 僑民(D) 外国人(F) 毎日平均人数 合計(A/B) 僑民(C/D) 外国人(E/F)

1 7,639 1,866 5,773 246 14,794 2,615 12,179 477 -48.36 -28.64 -52.60

2 11,556 2,587 8,969 412 12,674 1,341 11,333 452 -8.82 92.92 -20.86

3 20,036 2,210 17,826 646 18,406 2,315 16,091 593 8.86 -4.54 10.78

4 29,760 1,675 28,085 992 17,843 1,958 15,885 594 66.79 -14.45 76.80

5 32,466 1,837 30,629 1,047 10,719 1,557 9,162 345 202.88 17.98 234.30

6 38,454 3,208 35,246 1,281 2,779 914 1,865 92 1283.74 250.98 1789.87

7 49,991 4,518 45,473 1,612 5,480 1,398 4,082 176 812.24 223.18 1013.99

8 69,299 6,609 62,690 2,235 7,960 2,322 5,638 256 770.59 184.63 1011.92

9 68,318 6,915 61,403 2,277 12,264 5,357 6,907 408 457.06 29.08 789.00

10 93,206 6,203 87,003 3,006 14,107 3,579 10,528 455 560.71 73.32 726.40

11 173,137 9,726 163,411 5,771 13,461 2,186 11,275 448 1186.21 344.92 1349.32

12 302,100 17,706 284,394 9,745 9,992 2,527 7,465 322 2923.42 600.67 3709.70

合計 895,962 65,060 830,902 2,454 140,479 28,069 112,410 384 537.79 131.79 639.17

2022年 比　較 2021年

月別 人　数 毎日平均人数 増減(%) 人　数 毎日平均人数

1 825 26 -22.90 1,070 34

2 1,116 39 3.72 1,076 38

3 1,281 41 31.93 971 31

4 1,758 58 52.74 1,151 38

5 1,670 53 122.07 752 24

6 1,475 49 660.31 194 6

7 3,210 103 762.90 372 12

8 5,635 181 477.36 976 31

9 5,623 187 562.31 849 28

10 9,625 310 804.61 1,064 34

11 21,204 706 2430.42 847 28

12 34,194 1,103 4558.58 734 23

合計 87,616 240 771.28 10,056 27

2022年 比　較 2021年

月別 人　数 毎日平均人数 増減(%) 人　数 毎日平均人数

1 1,378 44 31.61 1,047 33

2 1,491 53 49.04 878 31

3 3,703 119 204.27 1,217 39

4 3,710 123 293.43 943 31

5 2,831 91 216.31 895 28

6 4,092 136 205.83 1,338 44

7 6,339 204 271.35 1,707 55

8 8,523 274 533.68 1,345 43

9 9,052 301 787.45 1,020 34

10 36,880 1,189 2952.98 1,208 38

11 102,455 3,415 8679.35 1,167 38

12 173,765 5,605 13433.10 1,284 41

合計 354,219 970 2421.31 14,049 38



HOT! STAY / EAT / BUY

捷絲旅台北林森館
「跑吧條通（バーめぐり）」
住宿プラン 1 人 1200 元から

捷絲旅台北林森館
台北市中山區林森北路 117號
Tel: 02-7735-5000
www.justsleephotels.com/linsen

紫玉金砂洋行
名茶を訪ねて―盡在紫玉金砂

六廚川客料理
創業 30 年の老舗の味
四川料理と客家料理「紫玉金砂洋行」は茶葉・茶器をはじめ、陶器・壺

などの骨董、芸術品を販売する専門店。お茶を愛す
るオーナーは、様々な茶葉や陶磁器、芸術品の販売
を通して数多くの同行の士と出逢い、お茶好きの縁
を結びたいと願っている。紫玉金砂洋行は茶陶文化
を継承し、産業へ奉仕する精神と使命を守り続けて
いる。お茶好きなら、ぜひ訪れたい店だ。

必食グルメは麻婆豆腐、剁椒牛肉（牛肉の唐辛子炒
め）、客家小炒（客家風炒め）など。大安森林公園の
向かいに位置しており、MRT大安森林公園駅から徒歩
3分とアクセス至便。「六廚」のシェフが匠の精神で、
人生の情熱をかたむけて作り上げる、優雅で心のこもっ
た四川料理と客家料理は、伝統と革新のバランスが取れ
た美味しさを実現している。真心のこもったもてなしと
サービスを通して、ゲストは食材・味・シェフの技だけ
ではなく、心の内側から生み出される信頼に足る郷土料
理の食の旅路を堪能できる。

紫玉金砂洋行
台北市大安區麗水街 5號
Tel: 02-2395-2088
facebook.com/purplesands0935

日勝生加賀屋国際温泉飯店
芸術と温泉を兼ね備えた日本式温泉旅館
「日勝生加賀屋」は M RT 新北投駅や周辺の有名観光ス
ポットに近接しており、北投を歩いて名所旧跡を訪ねた
り、3 月から 6 月に陽明山に登ってカラーやアジサイの
花を観賞したりなど、旅人が旅行の日程を立てるのに便
利な立地の旅館だ。建物には日本の建築技法が採用され
ており、輪島漆・九谷焼・金箔などを含めた 850 にのぼ
る石川県の工芸品が随所に配された館内は、さながら美
術館が旅館になったかのようだ。本館で硫黄泉の白湯と
北投石の岩盤浴が楽しめるほか、別館で療養効果が高い
希少なラジウム泉の青湯も楽しめる。入浴後には台湾と
日本の旬の食材を使った懐石料理をいただこう。美しい
器を愛でながら繊細な和のもてなしを堪能したい。

「捷絲旅台北林森館」では周辺スポットと提携
し、5 月 31 日まで宿泊プラン「跑吧條通  回到
1912 大正町（バーめぐり：1912 年大正町にト
リムトリップ）」を提供している。提携する 3 軒
のレトロなバーでホテルのプラン特別引換券を使
用して飲食すると、1 品購入で 1 品プレゼント、
または 1912 年デザイン清酒 1 杯が提供される。
宿泊はスーペリアルーム 1 泊 2 日にビュッフェ
スタイルの朝食つき。2 人からの催行で、1 人当
たり 1200 元から。

日勝生加賀屋国際温泉飯店
台北市北投區光明路 236號
Tel: 02-2891-1238 
www.kagaya.com.tw

六廚川客料理
台北市大安區信義路三段 7號 2F 
Tel: 02-2703-5468
liuchu1989.com.tw

台北

台北圓山大飯店
「東側の秘密のトンネル」50 年ぶりに公開

台北圓山大飯店（タイペイグランドホテル）
台北市中山區中山北路四段 1號  
Tel: 02-2886-8888
Fax: 02-2885-2885
www.grand-hotel.org

HOTEL

台北圓山大飯店は 1970 年に宮殿式をメインにした建築。建設時に
ホテルの東側と西側に 2 本の秘密トンネルが造られた。このトン
ネルは蒋介石総統のための緊急避難用通路で、このような設計を
持つ国際ホテルは世界でも台北圓山大飯店だけだ。2019 年に西側
のトンネルが公開され、神秘的な歴史遺産を見ようと多くの見学
者が訪れた。2021 年には東側のトンネルが公開され、トンネルの
出口は日本時代の神社の所在地だった秘密の花図と通じている。
敷地内にたつホテル初代社長・孔令偉女史の旧宅では関連文物の
展示を行っており、重要文化歴史遺産を完全な形で見学できる。

ガイドツアー :
毎日 9:30、10:30、11:00、14:30、16:00
ガイド付きプラン予約受付  02-2886-1818内線 1818

台北

承億酒店 TAI Urban Resort
ワールドクラスの図書館と
融合した都市型リゾートホテル
「承億酒店 TAI Urban Resort」は文化クリエイティブ
ホテルブランド・承億グループ 8 軒目のホテル。高雄
港亜洲新湾区の中心に位置しており、高雄市立図書館
総館とともに、都会のジャングルに文化ラウンジを創
り出している。全 208 室の景色が望める客室のほか、
6 軒のテーマレストラン、2 軒のルーフトップバーがあ
り、なかでも亜洲新湾区の広大な眺望を一望できる 24
階のインフィニティプールは、すでに高雄港の最も美
しい夕陽観賞の展望スポットとなっている。

承億酒店 TAI Urban Resort
高雄市前鎮區林森四路 189號
Tel: 07-333-3999
www.taiurbanresort.com.tw

HOTEL 台北

HOTEL 高雄 HOTEL 台北

BUY FOOD 台北
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